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令和７年 10 ⽉に⽂部科学省より公表された、｢令和６年度児童⽣徒の問題⾏動・不登校
等⽣徒指導上の諸課題に関する調査｣によると、全国の国公私⽴⼩・中学校における不登校
児童⽣徒数は、353,970⼈と、平成 25年度調査から 12年連続で増加しています。
本県においては、同調査において、公⽴⼩・中学校の不登校児童⽣徒数は 15,456 ⼈と、

前年の 15,849⼈より 393⼈の減少で、過去 10年間で初めて前年度を下回ったという状況
になっています。
県では、不登校児童⽣徒数の増加を踏まえ、令和５年度から「ひょうご不登校対策プロ

ジェクト」を⽴ち上げ、県、教育事務所、市町、関係機関、学校等が全県⼀丸となって、不
登校児童⽣徒⽀援を推進する体制を構築し、不登校対策を総合的に実施しています。

フリースクール等⺠間施設との連携については、フリースクール等の⺠間施設を居場所
としている⼦ども達もいることから、県教育委員会では教育機会確保法（平成 29年２⽉施
⾏）が求めている⺠間施設との連携が必要との認識のもと、これを円滑に進めるため、令
和元年度から⺠間施設との意⾒交換会を開催するとともに、「⺠間施設に関するガイドライ
ン」（令和２年３⽉）を策定し、関連する資料等を冊⼦にまとめました。
本冊⼦は、⺠間施設における⽀援について、校⻑が指導要録上の出席扱いを判断する際

に留意すべき点を⽰すとともに、不登校⽀援にあたっての学校や教育委員会の取組、出席
扱いを判断するための望ましい流れ等を⽰しています。加えて、参考資料として、不登校
児童⽣徒を対象とした県や市町の施設、⺠間施設の⼀部を紹介し、随時更新してきました。
今回の更新は、令和７年３⽉発⾏版をベースに、主に、親の会⼀覧の追加と施設情報等

の更新及び追加・削除を⾏っています。
不登校児童⽣徒の⽀援にあたっては、個々の児童⽣徒の状況に応じて、社会的⾃⽴に向

けた適切な居場所を提供することが重要です。本冊⼦を活⽤することで、市町組合教育委
員会や学校と⺠間施設との連携が⼀層図られ、不登校児童⽣徒への⽀援の充実が図られる
ことを願っています。
最後になりましたが、本冊⼦の作成にあたり、御意⾒をいただいた⺠間施設の⽅々をは

じめ関係の皆さまに深く感謝申し上げます。

令和８年２⽉
兵庫県教育委員会

はじめに
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本ガイドラインで紹介している⺠間施設については、下の５要件を満たす施設であり、
県内にある全ての施設を紹介したものではありません。また、施設を持たず、オンライ
ンのやり取りのみで「出席扱い」を受ける⺠間施設等は対象に⼊れていません。
⺠間施設を活⽤した際の「出席扱い」については、児童⽣徒の状況に応じた個別の判

断が必要です。

【掲載した施設】
①令和７年 10⽉までに「出席扱い」が認められた実績のある施設
②義務教育段階の児童⽣徒を受け⼊れている施設
③通常、学校のある時間帯に受け⼊れを⾏っている施設
④学習⽀援、体験活動、仲間づくり等、複数の活動を実施している施設
⑤⺠間施設から「⼦どもたちの活動・成⻑」等の紹介があった施設

⽬次

本ガイドラインに掲載した⺠間施設について
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兵庫県教育委員会
Ⅰ 策定の趣旨

平成 29 年２⽉に施⾏された「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機
会の確保等に関する法律」（教育機会確保法）では、その基本理念として、不登校児童⽣
徒が⾏う多様な学習活動の実情を踏まえ、個々の不登校児童⽣徒の状況に応じた必要な
⽀援を⾏うことが⽰された。
不登校児童⽣徒の中には、フリースクール等の⺠間施設で⽀援を受けている者もおり、

その社会的⾃⽴のためには、学校や市町組合教育委員会と⺠間施設との連携を図ること
が重要である。そこで、今回、学校や市町組合教育委員会が、⺠間施設に通所する不登
校児童⽣徒の「出席扱い」について判断する際に留意すべき点を⽬安として⽰したガイ
ドラインを策定する。

Ⅱ 活⽤にあたって
このガイドラインは、個々の⺠間施設についてその適否を評価するという趣旨のもの

ではない。したがって、学校や市町組合教育委員会においては、⺠間施設に通所する不
登校児童⽣徒の「出席扱い」について判断する際に、このガイドラインに掲げた事項を
参考としながら、地域の実態等を考慮し、各⺠間施設への訪問等を通して、児童⽣徒の
安全・安⼼が確保されていることや、活動内容等を⼗分把握し、施設における⽀援が、
児童⽣徒の社会的⾃⽴につながっているのかを、総合的に判断することが求められる。
このことから、実際の運⽤にあたっては、各市町組合教育委員会においてもガイドライ
ンや基本⽅針を策定し、各学校との共通理解の下、不登校児童⽣徒の状況に応じた⽀援
の充実を図ることが求められる。

Ⅲ 判断するための留意事項
１ 実施主体について
⑴ 法⼈、個⼈は問わないが、実施者が不登校児童⽣徒に対する⽀援等に関し深い理
解と知識⼜は経験を有し、かつ社会的信望を有していること。

⑵ 不登校児童⽣徒に対する⽀援を⾏うことの⽬的が明確であり、⾃らの進路を主体
的に捉え、社会的に⾃⽴することを⽬指す取組がなされていること。

⑶ 著しく営利本位でなく、⼊会⾦、授業料（⽉額・年額等）等が明確にされ、保護
者等に情報提供がなされていること。

２ ⽀援の在り⽅について
⑴ 児童⽣徒の⼈命や⼈格を尊重した⼈間味のある温かい⽀援が⾏われていること。
⑵ 情緒的混乱、情緒障害及び⾮⾏等の態様の不登校など、⽀援の対象となる児童⽣
徒が当該施設の⽀援体制に応じて明確にされていること。また、受⼊れに当たって

⺠間施設に関するガイドライン
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は⾯接を⾏うなどして、当該児童⽣徒の状況の把握が適切に⾏われていること。
⑶ 指導内容・⽅法、相談⼿法及び⽀援の体制があらかじめ明⽰されており、かつ児
童⽣徒の状況に応じた適切な内容の⽀援が⾏われていること。

⑷ 児童⽣徒の学習⽀援や進路の状況等につき、保護者等に情報提供がなされている
こと。

⑸ 体罰などの不適切な指導や⼈権侵害⾏為が⾏われていないこと。
⑹ 当該児童⽣徒にとって最善の利益が尊重されること。

３ ⽀援スタッフについて
⑴ ⽀援スタッフは児童⽣徒の教育に深い理解を有するとともに、不適応・問題⾏動
の問題等について知識・経験をもち、その指導に熱意を有していること。また、実
施者は、⽀援スタッフの資質向上に努めること。

⑵ 専⾨的なカウンセリング等の⽅法を⾏うにあっては、公認⼼理師や臨床⼼理⼠等
の有資格者や⼼理学や精神医学等、それを⾏うにふさわしい専⾨的知識と経験を備
えたスタッフが指導にあたっていること。

⑶ 宿泊による活動を⾏う施設にあっては、⽣活指導にあたる者を含め、当該施設の
活動を⾏うにふさわしい資質を具えたスタッフが配置されていること。

４ 施設・設備について
⑴ 学習や⽀援等の活動を⾏うために必要な施設・設備を利⽤できる状況にあること。
⑵ 利⽤施設・設備にあっては、保健衛⽣上、安全上及び管理上適切なものであるこ
と。

⑶ 宿泊による指導を⾏う施設にあっては、宿舎をはじめ児童⽣徒が安全で健康的な
⽣活を営むために必要な施設、設備を有していること。

５ 学校・教育委員会と施設との関係について
⑴ 児童⽣徒のプライバシ−にも配慮の上、施設への通所の状況や学習等の活動の様
⼦、⽀援経過などの必要な事項について、学校へ定期的に情報提供が⾏われること。

⑵ 学校と施設が相互に、児童⽣徒やその家庭を⽀援するために必要な情報等を交換
するなど、学校との間に⼗分な連携・協⼒関係が保たれていること。

６ 家庭との関係について
⑴ 施設での⽀援経過を保護者に定期的に連絡するなど、家庭との間に⼗分な連携・
協⼒関係が保たれていること。

⑵ 宿泊による指導を⾏う施設にあっては、たとえ当該施設の指導⽅針がいかなるも
のであっても、保護者の側に対し⾯会や退所の⾃由が確保されていること。

- 4 -



Ｑ 各市町においても、ガイドライン（基本⽅針）を策定しなければならないのです
か？

Ａ 本ガイドラインをもとに、各地域の状況に応じた、各市町のガイドライン（基
本⽅針）を策定し、出席扱いを判断する具体的な⼿続きについて各学校と共通理
解を図るとともに、学校と教育委員会がやりとりする⽂書の様式、⺠間施設から
毎⽉提出を求める⽂書の様式等を定めることが求められます。本ガイドライン
P12〜13 の姫路市教育委員会が策定したガイドラインを参考に、検討を進めてい
ただきたいと思います。

Ｑ すでに出席扱いを認められた施設に、改めて視察に⾏く必要はないのではないで
しょうか？

Ａ 令和元年 10 ⽉ 25 ⽇の⽂部科学省通知にも出席扱いの要件については、「⺠間
施設における相談・指導が個々の児童⽣徒にとって適切であるかどうかについて
は、校⻑が、設置者である教育委員会と⼗分な連携をとって判断するものとする
こと」と記されているように、個に応じて適切かどうかの判断が必要となります。
⺠間施設では、随時児童⽣徒の受⼊をしており、受⼊⼈数や施設の雰囲気は変化
するものと考えられます。その点からも、保護者から学校への申し出、協議の後
に、改めて施設が当該児童⽣徒にとって適切であるかどうかを判断するために、
視察は必要だと考えます。

Ｑ 出席と出席扱いの違いは何ですか？
Ａ 教育⽀援センターや⺠間施設における⽀援が出席扱いになることによって、通

所のための通学定期券が購⼊できることから、当該家庭の経済的な⽀援や、本⼈
に適した施設を広範囲から選択できることにつながります。出席扱いとなった⽇
数については、指導要録の出席⽇数の内数として、出席扱いとした⽇数及び児童
⽣徒が通所⼜は⼊所した学校外の施設名を記⼊する必要があります。
⼀⽅で、その出席扱いと認められた児童⽣徒が、学校に登校していない場合、

出席簿の上では⽋席となり、30⽇以上⽋席した場合は、毎年実施している⽂部科
学省調査で不登校児童⽣徒として計上する必要があります。（病気、その他を除く）

ガイドライン活⽤にあたってのＱ＆Ａ１
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Ｑ ⺠間施設における学習は、どのように評価に反映したらいいですか？
Ａ 学校外の公的機関や⺠間施設における学習の計画や内容がその学校の教育課程

に照らし適切と判断される場合には、当該学習の評価を適切に⾏い指導要録に記
⼊したり、通知表その他の⽅法により、児童⽣徒や保護者等に伝えたりすること
は、児童⽣徒の学習意欲に応え、⾃⽴を⽀援する上で意義が⼤きいものです。評
価の指導要録への記載については、必ずしもすべての教科・観点について観点別
学習状況及び評定を記載することを求めていませんが、学習状況を⽂章記述する
など、適切な記載に努めることが求められています。

Ｑ 不登校児童⽣徒への⽀援の⽬標が学校復帰ではなく、社会的⾃⽴を⽬指すことと
なりましたが、学校として学校復帰を求めてはいけないのですか？

Ａ 不登校児童⽣徒の状況や保護者の思いに寄り添いながら、学校・学校外の施設
が連携し、社会的⾃⽴に向けた⽀援に取り組むことが重要です。⼀⽅、各学校で
は社会的活動や⾃然体験活動、教科学習、スポーツ活動や芸術活動、集団活動を
⾏うことなどを通じて、児童⽣徒が社会において⾃⽴的に⽣きる基礎を培ってい
ます。多様な選択肢の⼀つとして、不登校児童⽣徒⾃らが学校復帰を選択するこ
とは、将来的な社会的⾃⽴の近道と⾔えますが、児童⽣徒や保護者の思いや状況
を⼗分に把握した上での対応が必要です。
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○不登校児童⽣徒に対する効果的な⽀援の充実
・不登校に対する学校の基本姿勢として、校⻑のリーダーシップの下、教員だけでな
く、様々な専⾨スタッフと連携協⼒し、組織的な⽀援体制を整える。各学校におい
て中⼼的かつコーディネーター的な役割を果たす教員を明確に位置づける。

・各学校において、学校不登校対策チームを設置し、不登校対策⽀援プランを作成、
点検、改善により、組織的・計画的に対応する。

・不登校の要因や背景を的確に把握するため、個別の「児童⽣徒理解・⽀援シート」
を作成する。

・「児童⽣徒理解・⽀援シート」の作成にあたっては、学級担任の視点のみならず、ス
クールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカー等によるアセスメント（⾒⽴
て）も参考にする。

・作成された⽀援計画については、学校、保護者及び関係機関等で⽀援計画を共有す
る。

・プライバシーに配慮しつつ、定期的に家庭訪問を実施し、児童⽣徒の理解に努める。
・不登校児童⽣徒の才能や能⼒に応じて、それぞれの可能性を伸ばせるよう、本ガイ
ドラインを活⽤した様々な関係機関等を紹介する。

・教育⽀援センターや⺠間施設等の学校外の施設において指導を受けている場合は、
当該児童⽣徒が在籍する学校が、学習の状況等を把握し、その学校の教育課程に照
らし適切と判断した時は、当該学習の評価を適切に⾏い、指導要録に記⼊したり、
評価の結果を通知表その他の⽅法により、児童⽣徒や保護者、当該施設に積極的に
伝えたりする。

・不登校児童⽣徒が、当該校へ登校してきた場合は、温かい雰囲気で迎え⼊れられる
よう配慮するとともに、保健室、相談室及び学校図書館等を活⽤しつつ、徐々に学
校⽣活への適応を図っていけるよう、指導上の⼯夫を⾏う。

・児童⽣徒の⽴場に⽴った柔軟な学級替えや転校等の対応をする。

○中学校等卒業後の⽀援
・卒業後も当該⽣徒や保護者から相談があった場合、進学や職業訓練の機会等につい
て相談できる窓⼝を紹介するなど、社会とのつながりを絶やさないための適切な対
応をする。

（参考）⽂部科学省通知「不登校児童⽣徒への⽀援の在り⽅について」

不登校児童⽣徒⽀援にあたっての学校と教育委員会の取組２

学校の主な取組
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（参考）⽂部科学省通知「不登校児童⽣徒への⽀援の在り⽅について」

兵庫県教育委員会の取組
本県は、令和 5年度から、学校、地域、⽀援関係機関、教育⾏政が相互

に連携をしながら、全県⼀丸となった「ひょうご不登校対策プロジェク
ト」を推進しています。

○不登校や⻑期⽋席の早期把握と取組
・学校等の不登校への取組に関する意識を更に⾼めるとともに、学校が家庭や関係機
関等と効果的な連携を図り、不登校児童⽣徒に対する早期の⽀援を図るための体制
の確⽴を⽀援する。

○学校等の取組を⽀援するための教育条件等の整備
・不登校への適切な対応に資する、初任者研修をはじめとする教職経験に応じた研修、
⽣徒指導・教育相談といった専⾨的な研修、管理職や⽣徒指導担当教員等を対象と
する研修などの体系化とプログラムの⼀層の充実を図る。

・カウンセリングなどの専⾨的な能⼒の育成を図るとともに、スクールカウンセラー
及びスクールソーシャルワーカー等の専⾨性と連動した学校教育への更なる理解を
図るといった観点からの研修を実施する。

・「⼼の居場所」としての学校づくりを進めるために、児童⽣徒⼀⼈⼀⼈に対してきめ
細かな指導が可能となるよう、適切な教員配置と効果的に活⽤されているか等を検
証する。

・養護教諭の複数配置や研修機会の充実、保健室、相談室及び学校図書館等の環境を
整備する。

・９年間を⾒通した⽣徒指導の充実等により、学校段階間の接続の改善、⼯夫を⾏う。

○教育⽀援センターの整備充実及び活⽤、教育⽀援センターを中核とした⽀援ネットワ
ークの整備

○⺠間施設との連携協⼒のための協議の場の設定・情報収集・情報提供等

教育委員会の主な取組
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※該当児童⽣徒の状況に応じた時間帯、場所による⽀援が必要
・校内サポートルーム等への登校、学習や⽣活の⽀援
・放課後登校、学習⽀援  など

※学校は通級につなげるだけでなく、その後も継続的な各施設との連携が必要
・各施設と学校との連携（学習教材の提供、情報の共有）
・各施設における⾏事への学校教職員の参加 など

※市町におけるガイドライン（基本⽅針）に基づく⽀援が必要【参照 P１２〜１３】
・該当児童⽣徒の状況に応じた施設の保護者への紹介
・各施設と学校との連携（学習教材の提供、情報の共有） など

※市町における出席扱いの判断に関する基準の策定が必要 【参照 P９〜１０】
・ＩＣＴ等による学習⽀援
・家庭訪問による状況把握と社会的⾃⽴に向けた働きかけ など

不登校児童⽣徒の居場所について３

⼦どもたちへの⽀援に向けて･･･

不登校児童⽣徒の居場所については、背景や段階、状況によって様々な選択肢が
あります。学校として常に居場所での不登校児童⽣徒の状況を把握し、家庭と連携
することが必要となります。また、中には複数の居場所を活⽤している不登校児童
⽣徒もいます。学校が中⼼となって、それらの居場所における取組の情報を、家庭
や居場所と共有することが重要です。

学校（教室には⼊れない場合）

県⽴施設・市町⽴の教育⽀援センター

⺠間施設

在 宅
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・我が国の義務教育制度を前提とした⽀援を⾏う施設
・不登校児童⽣徒の社会的な⾃⽴を⽬指す活動を⾏う施設
・不登校児童⽣徒が⾃ら登校を希望した際に、円滑な学校復帰が可能な施設

①不登校児童⽣徒及び保護者からの申し出
②当該校職員と不登校児童⽣徒の家庭との⼗分な協議、児童⽣徒の状況に応じた
⺠間施設の検討

③不登校児童⽣徒及び保護者による⺠間施設⾒学・体験⼊学
④当該校（校⻑）による⺠間施設訪問
⑤当該校内での「出席扱い」に関する協議
⑥市町組合教育委員会への報告
⑦市町組合教育委員会による⺠間施設訪問
⑧市町組合教育委員会と学校⻑が協議
⑨学校⻑が「出席扱い」の認定を判断

「出席扱い」
認 定 後

・当該校による⺠間施設との定期的な情報交換（場合によっては施設訪問）

・当該校と該当児童⽣徒及び保護者との定期的な連携・協⼒

Ｑ 当該⽣徒が「出席扱い」になることにより、具体的にどんなメリットがありますか。
Ａ 不登校であることによる学習の遅れなどが、学校への復帰や卒業後の進路選択の妨げ

になっている場合もあることから、このような児童⽣徒に対し、学習等に対する意欲やそ
の成果を認め、適切に評価することは、⾃⼰肯定感を⾼め、社会的⾃⽴を⽀援することに
つながります。

Ｑ 在籍校の校⻑が、「出席扱い」について判断する場合の基準がありますか。
Ａ ⼀⼈⼀⼈の児童⽣徒の状況や学校、地域の実態が違うため、国や県で⼀律の基準を⽰す

ことはしていません。しかし、児童⽣徒の努⼒を学校として評価し、将来的な社会的⾃⽴
に向けた進路選択を⽀援するという趣旨から、学校や教育委員会において⼀定の基準を
作成しておくことが望まれます。既に基準を作成している場合でも、それが古いものであ
れば、適宜、今の時代の状況にあったものになるよう⾒直しを検討した⽅が良いです。
※「不登校児童⽣徒が⽋席中に⾏った学習の成果に係る成績評価について」（⽂部科学省 R6.8）及び「不登校児童⽣徒への
⽀援の在り⽅について」（⽂部科学省 R元.10）を基に作成

⺠間施設活⽤における指導要録上の「出席扱い」について４

「出席扱い」に関するＱ＆Ａ

指導要録上「出席扱い」が認められる不登校児童⽣徒を⽀援する⺠間施設の要件

指導要録上「出席扱い」の判断をするための望ましい流れ

不登校児童⽣徒の在籍する学校の校⻑

指導要録上「出席扱い」と判断する者
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Ｑ ＩＣＴを活⽤した場合に、留意すべき点はありますか。
Ａ ＩＣＴを活⽤した学習活動を「出席扱い」とするのは、基本的に当該児童⽣徒が学校外

の公的機関や⺠間施設において相談・指導を受けられないような場合であることとして
います。加えて、訪問等を通じて定期的かつ継続的に対⾯での相談・指導を⾏うことが望
まれること。対⾯での指導が困難な場合にはＩＣＴ等を活⽤した相談・指導が可能である
こと。担任以外の教職員等が⾏うことも考慮することが挙げられます。

Ｑ 「出席扱い」と判断した場合に、留意すべき点はありますか。
Ａ ⾃宅におけるＩＣＴ等を活⽤した学習活動を「出席扱い」とすることにより、不登校が

必要な程度を超えて⻑期にわたることを助⻑しないよう留意する必要があります。家庭
にひきこもりがちな期間が⻑期化しないよう、個々の児童⽣徒の状況を踏まえつつ学校
外の公的機関や⺠間施設等での相談・指導を受けることができるように段階的に調整し
ていくことも⼤切だと考えます。

Ｑ 学習活動の成果を評価する時に留意すべき点はありますか。
Ａ 必ず学習の成果を評価に反映しなければならないわけではありませんが、反映する場

合は、「不登校児童⽣徒が⽋席中に⾏った学習の成果に係る成績評価について」（⽂部科学
省 R6.8）記載の⽂部科学⼤⾂が定める要件を全て満たしている必要があります。全ての
教科・観点について観点別学習状況及び評定を記載できない場合は、例えば⾃宅における
学習状況を所⾒欄に⽂章記述するなど、学習の努⼒を認め、次年度以降の指導に⽣かすと
いう観点から適切な記載が望まれます。⺠間業者が提供する教材の学習履歴や学習時間、
確認テストの結果などに基づいて評価を⾏うことも考えられます。
※「不登校児童⽣徒が⽋席中に⾏った学習の成果に係る成績評価について」（⽂部科学省 R6.8）及び「不登校児童⽣徒への
⽀援の在り⽅について」（⽂部科学省 R元.10）を基に作成

出席扱い等の要件[概要]
(1)保護者と学校の⼗分な連携・協⼒関係
(2)インターネット・遠隔教育システム、郵送、ＦＡＸなどを活⽤した学習活動
(3)訪問等による対⾯指導が⾏われることを前提
(4)学習の理解の程度を踏まえた計画的な学習プログラム
(5)校⻑は、状況について⼗分に把握する（定期的報告、連絡会の実施等）
(6)基本的に、学校外の公的機関、⺠間施設で相談・指導を受けられない場合
(7)当該学習の計画や内容が適切と判断される場合、成果を評価に反映できる

不登校児童⽣徒が⾃宅においてＩＣＴを活⽤した学習活動を⾏うとき、
当該児童⽣徒の⾃⽴を助けるうえで有効・適切と判断し、下記の要件を満たす場合

ICTを活⽤する場合参考

校⻑は指導要録上出席扱い、成果を評価に反映することができる

ＩＣＴを活⽤する場合のＱ＆Ａ
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不登校児童⽣徒が相談・指導を受ける⺠間施設についてのガイドライン
姫路市教育委員会

不登校児童⽣徒の相談・指導について、様々な理由で総合教育センター教育⽀援教室等の公的
機関への通所⼜は⼊所が困難な状況であり、本⼈や保護者の希望もあり適切と判断される場合に
は⺠間施設への通所⼜は⼊所を考慮することができる。このガイドラインは、不登校児童⽣徒が
⺠間施設において相談・指導を受ける際に、学校、教育委員会として留意すべき点を⽬安として
⽰したものである。
⺠間施設はその性格、規模、活動内容等が様々であり、⺠間施設を判断する際の指針をすべて

⼀律的に⽰すことは困難である。したがって、実際の運⽤に当たっては、このガイドラインに掲
げた事項を参考としながら、地域の実態等に応じ、各施設における活動を⼗分に把握して総合的
に判断することが求められる。

１ 実施主体について
法⼈、個⼈は問わないが、実施者が不登校児童⽣徒に対する相談・指導等に関し深い理解と

知識⼜は経験を有し、かつ社会的信望を有していること。

２ 事業運営の在り⽅と透明性の確保について
⑴ 不登校児童⽣徒に対する相談・指導を⾏うことを主たる⽬的としていること。
⑵ 我が国の義務教育制度を前提としつつ、不登校児童⽣徒の社会的⾃⽴に向けた⽀援を⾏っ
ていること。

⑶ 著しく営利本位でなく、⼊会⾦、授業料、⼊寮費等が明⽰され、学校や保護者等に情報提
供が⾏われていること。

３ 相談・指導の在り⽅について
⑴ 児童⽣徒の⼈命や⼈格を尊重した⼈間味のある温かい相談や指導が⾏われていること。
⑵ 情緒的混乱、情緒障害及び⾮⾏等の態様の不登校など、相談・指導の対象となる者が当該
施設の相談・指導体制に応じて明確にされていること。また、受⼊れに当たっては⾯接を⾏
うなどして、当該児童⽣徒のタイプや状況の把握が適切に⾏われていること。

⑶ 指導内容・⽅法、相談⼿法及び相談・指導の体制があらかじめ明⽰されており、かつ現に
当該児童⽣徒のタイプや状況に応じた適切な内容の相談や指導が⾏われていること。

⑷ 児童⽣徒の学習⽀援や進路の状況等につき、保護者等に情報提供がなされていること。
⑸ 体罰などの不適切な指導や⼈権侵害⾏為が⾏われていないこと。

４ 相談・指導スタッフについて
⑴ 相談・指導スタッフは児童⽣徒の教育に深い理解を有するとともに、不登校への⽀援につ
いて知識・経験をもち、その指導に熱意を有していること。

市町における⺠間施設についての基本⽅針[姫路市]例５
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※１ 出席扱いに当たっては、保護者からの申請⽇以降認められるものとする。
※２ 令和４年度以降、指導要録上の出席扱いを認定した実績のある⺠間施設（別紙参照）

については、様式２−２を使⽤する。また、様式３、４については、必要に応じて
作成することとする。

⼗分な連
携・協⼒

①出席扱いの依頼（様式１）

②施設の訪問・適否の評価
協議書の作成（様式２−１
または２−２）

③協議書の提出・連携・
協議（様式２−１または２−２）

④調査依頼
（様式３）

⑤施設の訪問、
適否の評価

⑦意⾒書の送付
（様式５）

⑧出席認定※１

⑥調査報告
（様式４）

⑵ 専⾨的なカウンセリング等の⽅法を⾏うにあっては、⼼理学や精神医学等、それを⾏うに
ふさわしい専⾨的知識と経験を備えた指導スタッフが指導にあたっていること。

⑶ 宿泊による指導を⾏う施設にあっては、⽣活指導にあたる者を含め、当該施設の活動を⾏
うにふさわしい資質を具えたスタッフが配置されていること。

５ 施設、設備について
⑴ 各施設にあっては、学習、⼼理療法、⾯接等種々の活動を⾏うために必要な施設、設備を
有していること。

⑵ 特に、宿泊による指導を⾏う施設にあっては、宿舎をはじめ児童⽣徒が安全で健康的な⽣
活を営むために必要な施設、設備を有していること。

６ 学校と施設との関係について
児童⽣徒のプライバシ−にも配慮の上、学校と施設が相互に不登校児童⽣徒やその家庭を⽀

援するために必要な情報等を交換するなど、学校との間に⼗分な連携・協⼒関係が保たれてい
ること。

７ 家庭と施設との関係について
⑴ 施設での指導経過を保護者に定期的に連絡するなど、家庭との間に⼗分な連携・協⼒関係
が保たれていること。

⑵ 特に、宿泊による指導を⾏う施設にあっては、たとえ当該施設の指導⽅針がいかなるもの
であっても、保護者の側に対し⾯会や退所の⾃由が確保されていること。

８ 指導要録上の出⽋の取扱いについて
⑴ 不登校児童⽣徒が学校外の公的機関や⺠間施設において相談・指導を受けている場合の指
導要録上の出⽋の取扱いについては、令和元年１０⽉２５⽇付元⽂科初第６９８号「不登校
児童⽣徒への⽀援の在り⽅について」（通知）『別記１』によるものとする。

⑵ フリースクール等が提供する
ＩＣＴ等を活⽤した学習活動を
⾏っており、当該学習活動を指
導要録上の出席扱いとする場合
は、令和元年１０⽉２５⽇付元
⽂科初第６９８号「不登校児童
⽣徒への⽀援の在り⽅につい
て」（通知）『別記２』によると
ともに、本ガイドラインを適⽤
するため、以下の事務⼿順に従
い、申請を⾏う。

⑶ 事務⼿順（右図）
※令和７年度より⼀部変更

本⼈・保護者

学校⻑

⺠間施設

教育委員会
学校指導課

教育委員会
育成⽀援課
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令和  年  月  日

民間施設（フリースクール等）に関する施設視察（報告）

１ 訪問日時 令和  年  月  日    ：    ～

２ 訪問者（職名）

３ 施設名

４ 施設代表者名

５ 施設対応者名

６ 施設所在地
〒

℡：             FAX：

７ 施設概要

⑴ 開設時期      年   月  開設

⑵ 在籍児童生徒数
     名

（小：    名、中：    名、高：    名）

⑶ 費用

入 学 金          円

年 間 費 用          円（月額           円）

その他費用          円

⑷ 指導者等

     名

（男：    名、女：    名）

代表者所有資格

（教員免許、臨床心理士、精神科医等、              ）

その他の指導者

（医師、カウンセラー、保健師、教員免許保有者、         ）

⑸ 施設・設備等

学習室            室  ・  無

［様子                             ］

面接、相談室         室  ・  無

［様子                             ］

体育施設、プレイルーム          無

［様子                             ］

保健室                  無

［様子                             ］

その他設備

［                               ］

⺠間施設に関する施設視察〔様式〕例６
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８ 入学案内・ＨＰについて 

 ⑴ 入学案内があるか 有  ・  無 

 ⑵ ホームページを開設しているか（ブログを含む） 有  ・  無 

 ⑶ 経営方針について明記されているか 有  ・  無 

 ⑷ 指導内容・方法・相談・指導体制が明記されているか 有  ・  無 

 ⑸ 必要費用等が明記されているか 有  ・  無 

 ⑹ 指導者名が明記されているか 有  ・  無 

 ⑺ 定期的に更新されているか 有  ・  無 

９ 連携について 

 ⑴ 学校との連携方法  

 ⑵ 学校との連携頻度  

⑶ 家庭との連携方法  

 ⑷ 家庭との連携頻度  

１０ その他 

 ⑴ 児童生徒個々の学習指導計画 有  ・  無 

 ⑵ 児童生徒個々の学習指導や支援に関する記録 有  ・  無 

 ⑶ 在籍児童生徒で、出席扱いの認定を受けた児童生徒はいるか 有  ・  無 

 ⑷ 社会的自立に向けたプログラムはあるか 有  ・  無 

１１ 所見 

 

 
 

施設視察〔様式〕の活用の仕方 

※本ガイドラインや各市町が策定した基本方針に照らし合わせ、民間施設を訪問する際に、学校

⾧及び市町組合教育委員会がどの様な点に注視して施設視察をするかをまとめたものです。 

 

・民間施設の概要は、ホームページや紹介パンフレット等によって、確認することができます

が、その情報が正しいものかを判断するには、実際に民間施設へ行き、聞き取り等を行うこと

が必要です。 

 

【活用例】 

①校⾧の視察で、該当の児童生徒の状況に即した支援が行われる民間施設であるかを中心に本 

様式に記入する。 

②市町組合教育委員会として、校⾧の視察にて確認した項目が適正なものか。民間施設として 

適切な支援が行われているかを確認し、本様式に記入する。 

③出席扱いの判断材料としての記録とする。 

 

・本様式を参考に確認項目を追加するなどして活用願います。 
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Ⅰ 不登校児童⽣徒を⽀援する県⽴施設の紹介

兵庫県内には、不登校児童⽣徒を⽀援する４つの県⽴施設があります。
施 設 名 所 在 地 対象児童⽣徒

兵庫県⽴但⾺やまびこの郷 朝 来 市 不登校及び不登校傾向の⼩・中学⽣
兵庫県⽴神出学園 神⼾市⻄区 中学校を卒業した２３歳未満の⼈
兵庫県⽴⼭の学校 宍 粟 市 中学校を卒業した２４歳未満の男⼦
兵庫県⽴清⽔が丘学園 明 ⽯ 市 ⼼理ケア等を希望する⼩・中学⽣

施 設 名 兵庫県⽴但⾺やまびこの郷 主な内容 体験活動

所 在 地 朝来市⼭東町森字向⼭ 3045−101
Ｈ  Ｐ https://www.t-yamabiko.asago.hyogo.jp/
電話番号 079−676−4724 FAX 番号 079−676−4721

交通機関

【⾃動⾞ご利⽤の場合】
北近畿豊岡⾃動⾞道（⼭東 IC）から⻄に約５ｋｍ
播但連絡道路（朝来 IC）→国道 312号線→⽵⽥城下町交差
点から東に約４ｋｍ

【電⾞ご利⽤の場合】（最寄り駅）
ＪＲ⼭陰本線和⽥⼭駅、ＪＲ播但線⽵⽥駅

【バスご利⽤の場合】
神⼾から城崎温泉⾏（⼜は湯村温泉・浜坂⾏）の⾼速バス
で和⽥⼭駅下⾞
※電⾞、バスご利⽤の場合、送迎可能ですので、事前に上記まで連絡願います。

概  要
【対象者】兵庫県内に在住する不登校及び不登校傾向の⼩・中学⽣及びその保護者
【定 員】35名程度（児童⽣徒・保護者・指導者）
【経 費】４泊５⽇の場合、⼀⼈あたり 7,000円程度（⾷費、リネン代、教材費等）

※宿泊費、施設使⽤料は無料です。

活動内容

【但⾺やまびこの郷での体験活動（４泊５⽇以内）】
調理、製作、スポーツなどの体験を通して、⾃⽴する⼒、⼈とかかわる⼒を⾼めます。（１
⽇（半⽇）の利⽤や⾒学・体験もできます）

【地域やまびこ教室】
県内各地にスタッフが出かけ、体験活動や保護者交流会を⾏います。

【不登校相談】
不登校の⼩・中学⽣及びその保護者、教職員の相談を受け付けています。
※電話相談は随時受け付けています。
※但⾺やまびこの郷での活動を希望される場合は、当所との⽇程調整をした上で、在籍して
いる学校から申し込んでください。

※地域やまびこ教室を希望される場合は、別途申込書にご記⼊の上、在籍している学校から
申し込んでください。

参 考 資 料
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施 設 名 兵庫県⽴神出学園 主な内容 体験活動

所 在 地 神⼾市⻄区神出町⼩束野 30
Ｈ  Ｐ https://www.kande-gakuen.jp
電話番号 078−965−1122 FAX 番号 078−965−1123

交通機関

【電⾞・バスご利⽤の場合】
・ＪＲ、⼭陽電鉄明⽯駅から
神姫バス「三⽊、⼩野、社」⽅⾯⾏き乗⾞ 約 40分
「⽼ノ⼝」バス停下⾞ 徒歩約 15分

・神⼾市営地下鉄⻄神中央駅から
神姫バス「三⽊」⽅⾯⾏き 乗⾞ 約 25分
「⽼ノ⼝」バス停下⾞ 徒歩約 15分

概  要

【対 象 者】・県内在住の中学校を卒業した 23歳未満の⼈
・不登校等によって⼼に悩みを抱えながらも、⾃分の⽣き⽅や進路等を⾒つけた
いという意欲を持ち、体験活動や寮での共同⽣活ができる⼈

【募集⼈数】年間約 30⼈
【在籍期間】原則２年以内

⽀援内容
豊かな⾃然の中で仲間やスタッフとふれあい、さまざまな体験と週３泊４⽇の寮⽣活を通じ

て⾃分を⾒つめ、⾃分の⽣き⽅を発⾒できるよう⽀援します。また⾦曜⽇（⽉２回程度）に実
施する「⼀⽇⾃由体験」では、中学⽣から概ね 40歳までの不登校・ひきこもり等の状態にあ
る⽅を対象に、学園の⾃然・施設を活⽤し、プログラムを体験してもらいます。

施 設 名 兵庫県⽴⼭の学校 主な内容 体験活動

所 在 地 宍粟市⼭崎町五⼗波 430−２
Ｈ  Ｐ https://www.seishonen.or.jp/yamanogakkou/
電話番号 0790−62−8088 FAX 番号 0790−62−9733

交通機関

【⾃動⾞ご利⽤の場合】
中国⾃動⾞道「⼭崎ＩＣ」から国道 29号線を約４ｋｍ北上し
⼭崎神野郵便局の⼿前を左折、⻄へ約 400ｍ

【バスご利⽤の場合】
神姫バス「⼭崎」から皆⽊⽅⾯⾏き、「⻄五⼗波」バス停下⾞
徒歩約 15分

概  要

【対 象 者】義務教育を修了した者で、寮での共同⽣活や体験活動のできる県内在住の男⼦
【定  員】20⼈
【修学期間】１年間
※相談や⾒学、体験（性別問わず、３９歳まで）は随時受付けています。
詳しくは本校ＨＰをご覧ください。 【県⽴⼭の学校ＨＰ】

⽀援内容

⾃然の中でのさまざまな体験活動と寮での週４泊５⽇の共同⽣活を通じて、よりよい⼈間関
係を育みながら、たくましく⽣きる⼒を培い、進路実現に向けて「元気・やる気・⾃信・笑
顔」づくりを⽀援します。また、チェーンソー、⼩型フォークリフト等４つの資格取得により
働く意欲を⾼めます。本校が連携する通信制⾼校(県⽴網⼲⾼校通信・県⽴⻘雲⾼校・クラー
ク記念国際⾼校)に在籍することで、本校の教育活動が⾼校卒業単位として最⼤２０単位認め
られます。
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施 設 名 兵庫県⽴清⽔が丘学園 主な内容 教育相談

所 在 地 明⽯市⿂住町清⽔ 2744
Ｈ  Ｐ https://hwc.or.jp/shimizugaoka/
電話番号 078-943-0501 FAX 番号 078-943-6598

交通機関

【⾃動⾞ご利⽤の場合】
第⼆神明道路明⽯⻄インターから ⾞で 5分

【電⾞ご利⽤の場合】（最寄り駅）
JR⼟⼭駅から徒歩 30分またはタクシー10分
または

TACO バス清⽔⻄ルート『JR⼟⼭駅南⼝』から『清⽔ポプラ
公園』まで 11分→下⾞後徒歩 12分

概  要
【対 象 者】不登校をはじめとする様々な悩みを抱える⼩中学⽣やその保護者
【定  員】⼊所 50⼈ 通所 20⼈

※外来相談定員なし
※電話にて相談予約を受け付けています。外来相談は無料です。

⽀援内容

⼦どもの⼼理治療施設です。
外来相談（カウンセリング・セラピー等）、通所（⽇中の利⽤）、⼊所（寮⽣活）により、総

合的な⽀援を⾏っています。
○外来相談は、電話にて相談予約を受け付け、⼼理⼠が話を伺います。保護者のみの相談も
可能です。

○通所は、担当⼼理⼠による⼼理⽀援をはじめ、⼩集団のグループ活動や学習⽀援等状況や
希望に応じて様々な利⽤ができます。

○⼊所は、集団⽣活をしながら⽣活指導、⼼理⽀援等を⾏います。施設内学級に通います。
利⽤にはお住いの地域のこども家庭センターとの相談が必要です。

※不登校児童⽣徒を⽀援する県内の施設マップはこちら⇒
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Ⅱ 教育⽀援センターについて

教育⽀援センターは、不登校児童⽣徒の集団⽣活への適応、情緒の安定、基礎学⼒の
充実、基本的⽣活習慣の改善等のための相談・指導（学習指導を含む）を⾏うことによ
り、その社会的⾃⽴に資することを基本とする。

「不登校児童⽣徒への⽀援の在り⽅について（通知）」より
市町によって、名称・受⼊体制・受⼊⼈数・取組内容など異なるため、詳細について

は各市町教育委員会ホームページ、または電話にてお問い合せください。
※「適応指導教室」という名称については、その役割や機能に照らし、より適切な呼
び⽅を望む声があったことから、国においては「教育⽀援センター」という名称を
使⽤することにしています。本県においても同様の対応をしています。

施 設 名 ほっとすてっぷWEST 市町名 尼崎市

所 在 地 地域総合センター⽔堂内

活動時間
⽉曜⽇〜⾦曜⽇の 9：30〜15：00
※学校が休業⽇となる春季・夏季・冬季休業中及び⼟・⽇・祝⽇は休みです。
※学級閉鎖等の場合は学校に準じた指導を⾏います。

尼崎市教育委員会ホームページ 教育⽀援室「ほっとすてっぷ」より作成

ＮＰＯ法⼈に委託した教育⽀援センターの取組例

教育⽀援センターとは
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Ⅲ 兵庫県内の教育⽀援センター ⼀覧
令和７年 12⽉現在 100 施設 ※令和８年４⽉からの施設名の変更を反映しています。

市 町 名 施 設 の 名 称 住    所
神⼾市 神⼾市⽴⻘少年育成センター「くすのき教室」センター教室 神⼾市中央区楠町 4-2-3 ⻘少年育成センター
⑼ 神⼾市⽴⻘少年育成センター「くすのき教室」ひがし分室 神⼾市東灘区⻘⽊ 4-4-1 本庄⼩学校内

神⼾市⽴⻘少年育成センター「くすのき教室」なだ分室 神⼾市中央区脇浜海岸通 2-4-1 なぎさ⼩学校内
神⼾市⽴⻘少年育成センター「くすのき教室」きた分室 神⼾市北区南五葉 3-1-1 南五葉⼩学校内
神⼾市⽴⻘少年育成センター「くすのき教室」ほくしん分室 神⼾市北区有野町有野字惣⼭ 3989-4 北神区役所会議室内
神⼾市⽴⻘少年育成センター「くすのき教室」ながた分室 神⼾市⻑⽥区北町 1-16 ⻄部少年サポートセンター併設
神⼾市⽴⻘少年育成センター「くすのき教室」きたすま分室 神⼾市須磨区⻯が台 6-15-1 ⻯が台⼩学校内
神⼾市⽴⻘少年育成センター「くすのき教室」たるみ分室 神⼾市垂⽔区⽇向町 2-4-6 垂⽔⼩学校内
神⼾市⽴⻘少年育成センター「くすのき教室」にし分室 神⼾市⻄区糀台 3-32-1 糀台⼩学校内

尼崎市 ほっとすてっぷ EAST 尼崎市若王寺 2-18-6 ⼦どもの育ち⽀援センター
⑾ ほっとすてっぷWEST 尼崎市⽔堂町 2-35-1 地域総合センター⽔堂

ほっとすてっぷ SOUTH 尼崎市⼤島町 3-9-25 ⼤庄北⽣涯学習プラザ
サテライト教室（中央北地区） 尼崎市東難波町 2-14-1 中央北⽣涯学習プラザ
サテライト教室（⼤庄地区） 尼崎市⼤島 3-9-25 ⼤庄北⽣涯学習プラザ
サテライト教室（⼩⽥北地区） 尼崎市潮江 1-11-1 ⼩⽥北⽣涯学習プラザ
サテライト教室（⼩⽥南地区） 尼崎市⻑洲中通 1-6-10 ⼩⽥南⽣涯学習プラザ
サテライト教室（武庫地区） 尼崎市武庫之荘 8-1-1 武庫東⽣涯学習プラザ
サテライト教室（⽴花地区） 尼崎市塚⼝町 3-39-7 ⽴花北⽣涯学習プラザ
サテライト教室（園⽥地区） 尼崎市⾷満 2-1-1 園⽥⻄⽣涯学習プラザ
サテライト教室（琴城分校内：令和８年３⽉末まで） 尼崎市南城内 10-2 成良中学校琴城分校
サテライト教室（中央南地区：令和８年４⽉から） 尼崎市⻄御園町 93‐2中央南⽣涯学習プラザ

⻄宮市 あすなろ みらい ⻄宮市⾼畑町 2-77 こども未来センター
⑺ あすなろ なるおきた ⻄宮市花園町 10-20 鳴尾北幼稚園

あすなろ かわらぎ ⻄宮市中島町 5-2 ⽡⽊幼稚園
あすなろ やまぐち ⻄宮市⼭⼝町上⼭⼝ 2-3-43 ⼭⼝中学校
あすなろ しおせ（サテライト型） ⻄宮市名塩新町 1 塩瀬公⺠館
あすなろ うえがはら（サテライト型） ⻄宮市六軒町 1-32 上ヶ原公⺠館
あすなろ はまわき（サテライト型） ⻄宮市浜脇町 5-14 浜脇公⺠館

芦屋市 のびのび学級（芦屋市教育委員会適応教室） 芦屋市打出⼩槌町 15-9 打出教育⽂化センター2 階
伊丹市 教育⽀援センター「やまびこ」 伊丹市昆陽 1-213
宝塚市 教育⽀援センター（中学部）「Palたからづか」 宝塚市⼩浜 1-1-10 教育総合センター第１分室
⑵ 教育⽀援センター（⼩学部）「CoCoたからづか」 宝塚市⼩浜 5-15-2 教育総合センター第２分室

川⻄市 学びのスペース「セオリア」 川⻄市栄町 11-3 パルティ K2北棟２階
三⽥市 三⽥市あすなろ教室 三⽥市相⽣町 26-15
猪名川町 猪名川町教育⽀援センター「ＳＴＥＰいながわ」 川辺郡猪名川町紫合字⽕燈⼭ 8 社会福祉会館
明⽯市 東部もくせい教室 明⽯市中崎 1-4-1 中崎⼩学校
⑶ ⻄部もくせい教室 明⽯市⼆⾒町東⼆⾒ 454 ⼆⾒⼩学校
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市 町 名 施 設 の 名 称 住    所
朝霧もくせい教室 明⽯市朝霧南町 1-219 朝霧浄化センター会議室棟

加古川市 わかば教室 加古川市加古川町北在家 2718 教育⽀援課教育相談センター
⑹ こどもの交流スペース「わかば」⾃然の家（サテライト） 加古川市東神吉町天下原 715-5 加古川市⽴少年⾃然の家

こどもの交流スペース「わかば」ノース（サテライト） 加古川市神野町⻄条 1519-2 加古川市⽴加古川北公⺠館
こどもの交流スペース「わかば」ウエスト（サテライト） 加古川市⽶⽥町平津 384-2 加古川市⽴加古川⻄公⺠館
こどもの交流スペース「わかば」イースト（サテライト） 加古川市平岡町⼟⼭ 699-2 加古川市⽴平岡公⺠館
こどもの交流スペース「わかば」サウス（サテライト） 加古川市尾上町池⽥ 1804-1 加古川市⽴尾上公⺠館

⾼砂市 ⾼砂市教育⽀援センター「のびのび教室」 ⾼砂市阿弥陀町⽣⽯ 61-1 教育センター
⑵ ⾼砂市教育⽀援センター「のびのび教室サテライト」 ⾼砂市荒井町千⿃ 2-2-16 ⾼砂市役所南庁舎

稲美町 ふれあい教室 加古郡稲美町国岡 1-1 いきがい創造センター
⑹ ふれあい教室サテライト（加古⼩校区） 加古郡稲美町加古 1678 加古⼤池管理棟

ふれあい教室サテライト（⺟⾥⼩校区） 加古郡稲美町野寺 113-1 ⺟⾥福祉会館
ふれあい教室サテライト（天満⼩校区） 加古郡稲美町国安 1294-2 いなみ野体育センター
ふれあい教室サテライト（天満南⼩校区） 加古郡稲美町六分⼀ 541-2 農村環境改善センター
ふれあい教室サテライト（天満東⼩校区） 加古郡稲美町岡 1840 いなみ野⽔辺の⾥公園

播磨町 ふれあいルーム 加古郡播磨町東本荘 1-5-30 町役場第２庁舎
⑸ コミセンサテライト（南部地区） 加古郡播磨町北本荘 2-6-30 南部コミュニティーセンター

コミセンサテライト（⻄部地区） 加古郡播磨町古⽥ 1-1-11 ⻄部コミュニティーセンター
コミセンサテライト（野添地区） 加古郡播磨町⻄野添 1-14-17 野添コミュニティーセンター
コミセンサテライト（東部地区） （R8.4 ⽉より） 加古郡播磨町古宮 3-2-52 東部コミュニティーセンター

⻄脇市 はればれ教室 ⻄脇市⻄脇 790-15 総合市⺠センター
三⽊市 みっきぃルーム 三⽊市福井 1933-12 教育センター
⼩野市 教育サポートセンター ⼩野市広渡町 65
加⻄市 教育⽀援センター「ふれあいホーム」 加⻄市北条町古坂 1173-14 総合教育センター
加東市 加東市教育⽀援センター「ふきのとう」（社地区） 加東市⽊梨 1131 社武道館
⑶ 加東市教育⽀援センター「ふきのとう」（東条地区） 加東市岡本 1571-1 東条公⺠館

加東市教育⽀援センター「ふきのとう」（滝野地区） 加東市下滝野 1369 滝野公⺠館
多可町 多可町教育⽀援センター「ほのぼの教室」 多可郡多可町中区岸上 224-17 ⼦育てふれあいセンター
姫路市 教育⽀援教室「ふれあい」 姫路市北条⼝ 3-29 総合教育センター
⑹ 教育⽀援教室「きらぼし」 姫路市北条⼝ 3-29 総合教育センター

出張型教育⽀援教室「すまいる安富」 姫路市安富安志 1151 安富公⺠館
出張型教育⽀援教室「すまいる広畑」 姫路市広畑区正⾨通 1-7-3 広畑市⺠センター
出張型教育⽀援教室「すまいる⼤塩」 姫路市⼤塩町汐咲 1−39 ⼤塩公⺠館
出張型教育⽀援教室「すまいる⾹寺」 姫路市⾹寺町⾹呂 239-1 図書館⾹寺分館

神河町 ユース教室 神崎郡神河町上岩 25-1 神河中学校
市川町 どんぐり教室 神崎郡市川町⼩畑 848 市川町公⺠館
福崎町 福崎町教育⽀援センター「のぞみ教室」 神崎郡福崎町⻄⽥原 1397-1 サルビア会館
相⽣市 相⽣市教育⽀援センター「コスモス教室」 相⽣市緑ヶ丘 4-5-5 教育⽀援センター
⾚穂市 ⾚穂市教育⽀援センター「ふれあい教室」 ⾚穂市加⾥屋中洲 3−56 ⻘少年育成センター
宍粟市 宍粟市⽴教育⽀援センター 宍粟市⼭崎町⻘⽊ 172-1（旧 菅野幼稚園）
⑶ 宍粟市⽴教育⽀援センター（サテライト教室） 宍粟市波賀町安賀 232-1
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市 町 名 施 設 の 名 称 住    所
⻘少年育成センター 宍粟市⼭崎町中広瀬 133-6

たつの市 たつの市教育⽀援センター校外サポートルーム「やすらぎの部屋」 たつの市⿓野町富永 1005-1 福祉会館
⑵ たつの市教育⽀援センター校外サポートルーム「ゆうあい」 たつの市御津町苅屋 356-1 御津総合⽀所

太⼦町 太⼦町教育⽀援センター「みらいえ」 揖保郡太⼦町鵤 1410-3
上郡町 上郡町教育⽀援センター ⾚穂郡上郡町上郡 500-1 つばき会館
佐⽤町 佐⽤町教育⽀援センター「ほっとルーム」 佐⽤郡佐⽤町上⽉ 787-2 町役場上⽉⽀所
豊岡市 ふれあいルーム 豊岡市⼤⼿町 4-5 アイティ 豊岡市こども⽀援センター
養⽗市 養⽗市⼦どもサポート室 養⽗市広⾕ 297-1 養⽗市ほっとステーション kukuna
朝来市 適応指導教室すまいるルーム 朝来市和⽥⼭町東⾕ 213-13
⾹美町 教育相談センター「ふれあいルーム」 美⽅郡⾹美町⾹住区⾹住 100-2 ⾹住⽂化会館内
新温泉町 新温泉町教育⽀援センター「ほっとスペース」 美⽅郡新温泉町浜坂 2669-11 浜坂⼦育て⽀援センター
丹波篠⼭市 丹波篠⼭市教育⽀援センター「ゆめハウス」 丹波篠⼭市宮⽥ 240 ⻄紀⽀所４階
丹波市 丹波市⽴教育⽀援センター「レインボー」 丹波市春⽇町⿊井 1519-1
洲本市 教育⽀援教室「ぴゅーぱる」（洲本教室） 洲本市⼭⼿ 1-4-12 ⻘少年センター
⑵ 教育⽀援教室「ぴゅーぱる」（五⾊教室） 洲本市五⾊町鮎原宇⾕ 352 中⼭間総合活性化センター

南あわじ市 教育サポートルーム三原「ぱる」 南あわじ市市善光寺 22-1 市役所第 2別館
⑸ 教育サポートルーム⻄淡「のびのび」 南あわじ市松帆古津路 970-78 国⽴公園管理棟

教育サポートルーム南淡「ほっぷ」 南あわじ市福良甲 300 市⽴図書館
教育サポートルーム緑「ふれんどりー」 南あわじ市広⽥広⽥ 206-1 緑⽼⼈福祉センター
島のゆくりば（NPO 法⼈委託運営） 南あわじ市志知佐礼尾 6 学ぶ楽しさ⽀援センター

淡路市 「ふれあい教室」（⼀宮教室） 淡路市柳澤甲 17-3 ⻘少年センター
⑶ 「ふれあい教室」（東浦教室） 淡路市久留⿇ 239-1 東浦事務所⻄庁舎

「ふれあい教室」（津名教室） 淡路市志筑 3117-1 津名公⺠館

※不登校児童⽣徒を⽀援する県内の施設マップはこちら⇒
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Ⅳ フリースクール等⺠間施設紹介

本ガイドラインで紹介している⺠間施設については、下の５要件を満たす施設であり、県内にある全
ての施設を紹介したものではありません。
⺠間施設を活⽤した際の「出席扱い」については、児童⽣徒の状況に応じた個別の判断が必要です。
⾃宅においてＩＣＴ等を活⽤した学習活動のみの⽀援を⾏う⺠間団体等は掲載していません。

学校・市町教育委員会において
★不登校児童⽣徒が増加する中、社会的⾃⽴に向けては、多様な学びの場を活⽤した⽀援が必
要です。学校は、児童⽣徒が安⼼できる居場所の 1つとして、フリースクール等の⺠間施設
との連携を図ることが⼤切です。

★フリースクール等に通う児童⽣徒の状況や⽀援内容については、出席扱いの有無にかかわら
ず、本ガイドラインを活⽤しながら、学校と⺠間施設、関係団体等が互いに情報を共有し、
連携を図ることで、不登校児童⽣徒の社会的⾃⽴をめざした取組をお願いします。

県教育委員会の取組
★令和元年度から毎年、年２回「フリースクール等との意⾒交換会」を開催し、児童⽣徒の受
⼊状況や各施設の取組、学校との連携等について意⾒交換を⾏っています。

★県⽴但⾺やまびこの郷が主催する「ひょうご不登校⽀援ネットワーク推進会議」では、フリ
ースクールと各市町が設置する教育⽀援センターが活動内容等の情報共有を図っています。

★令和６年度から「ひょうご不登校対策プロジェクト」の⼀環として、保護者等がフリースク
ール等の担当者と直接話ができる「不登校相談会」を開催し、連携を強化していきます。

★令和７年度から「ひょうご不登校対策プロジェクト」の⼀環として、⼀定の要件を満たすフ
リースクール等⺠間施設に通う不登校児童⽣徒の家庭に対して、⺠間施設での授業料等を補
助する市町等への⽀援を⾏っています。

【掲載した施設】
①令和７年 10 ⽉までに「出席扱い」が認められた実績のある施設
②義務教育段階の児童⽣徒を受け⼊れている施設
③通常、学校のある時間帯に受け⼊れを⾏っている施設
④学習⽀援、体験活動、仲間づくり等、複数の活動を実施している施設
⑤⺠間施設から「⼦ども達の活動・成⻑」等の紹介があった施設

本ガイドラインに掲載した⺠間施設について
再掲

参 考
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Ⅴ 児童⽣徒が通うフリースクール等施設 ⼀覧
令和７年１２⽉現在 ８１施設

地 域 施 設 名 電話番号 ホームページアドレス 掲載⾴

神
⼾
市
⒃

東灘区
⑵

ダルボイ・アカデミー
(Dull Boi Academy) 078-855-2612 https://dullboi.com 28

ラーンネット・グローバルスクール 078-436-8575 http://www.l-net.com/ 28

灘区 ラーンネット・エッジ 078-584-1224 https://note.com/learnnet_edge 29

中央区
⑼

⼀般社団法⼈神⼾フリースクール 078-360-0016 https://kfs.freeschool.jp 29

学校法⼈ 神⼾セミナー
⾼等専修学校神⼾セミナー併設 078-341-1897 https://www.kobeseminar.ac.jp/ 30

学校法⼈ 三幸学園
⾶⿃未来中等部・初等部神⼾教室 078-335-8881 https://www.sanko.ac.jp/asuka-fs/kobe/ 30

⼋洲学園中等部 三宮キャンパス 078-261-2835 https://www.yashima.ac.jp/jhs/ 31

⼀般社団法⼈ イドミィ 078-335-6808 http://www.ido-my.com 31

第⼀学院中等部 神⼾キャンパス 078-261-1172 https://www.daiichigakuin-jr.jp/ 32

⼀般社団法⼈ 教育・福祉⽀援認定協会
放課後等デイサービス アンの家神⼾ 050-3733-1298 https://wesc.or.jp/anhouse/ 32

学校法⼈⾓川ドワンゴ学園
N中等部 神⼾三宮キャンパス 0120-0252-15 https://n-jr.jp 33

リタサポアフタースクール 078-200-4531 https://support.rita.ed.jp/topics/2024/121912/ 33

垂⽔区 フリースクール ForLife
NPO 法⼈ ふぉーらいふ 078-706-6186 http://fsforlife.sakura.ne.jp 34

⻄区 オルタナティブスクールさとのわ 070-9004-3690 https://satonowa.info/academy/ 34

北区
⑵

natural K 070-7641-3731 https://select-type.com/s/naturalK 35

森の学校つくも 090-6202-1619 https://morinogakko-tsukumo.jimdofree.com/ 35

尼崎市
⑸

YUME フリースクール 06-4960-7351 https://school.yume.support/ 36

ぐれいぷハウス
（⼀般社団法⼈ officeひと房の葡萄） 06-4977-8731 https://hitofusa-budou.com/ 36

フリースクール MIRAIZ 06-6415-6977 https://plusinnovation.jp/ 37

さち塾 090-8529-6988 https://sites.google.com/view/sachijyuku/home/ 37

トライ式中等部 尼崎キャンパス 06-7654-4510 https://www.try-gakuin.com/freeschool/ 38

NPO 法⼈ あんずぽこ※ 0798-56-9505 https://anspoco1122.jimdofree.com/ 38
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⻄宮市
⑹

トライ式中等部
⻄宮北⼝キャンパス 0798-65-2225 https://www.try-gakuin.com/freeschool/ 39

ありんこ ATスクール 0798-78-2205 https://ari-at.com 39

Global な児童発達⽀援・放課後
デイサービス 0798-98-2808 https://www.globals.website/ 40

みらいのねっこ〜キミのイバショ 0798-39-0480 https://advance-corporation.com/adfree/ 40

⼀般社団法⼈ bird 0798-20-7899 https://bird-life.jp 41

芦屋市
⑵

フリースクール
「ハッピーニューロン」 0797-32-3032 （作成中） 41

クラーク国際中等部 芦屋キャンパス 0797-38-7686 https://clark-jr.jp/campus/ashiya/ 42

伊丹市
⑵

フリースクールみらい 伊丹野間校 072-764-6335 https://www.houkagodaymirai.net/ 42

楽笑フリースクール伊丹校 072-743-7372 https://support-independence.jp/ 43

宝塚市
⑵

楽笑フリースクール宝塚校※ 0797-86-2321 https://note.com/ishii_katsuma/n/nb98fc668b5a1 43

不登校専⾨塾フォレスト
（フォレスト⾼等学院）※

0797-89-3897 https://forest-highschool.jp/free-school/ 44

川⻄市 ⾥⼭スクール 072-738-0107 https://kurokawa-satoyama.jp/ 44

三⽥市
⑶

学び舎 Cozy 079-556-7317 https;//www.ekiten.jp/shop_66411113/ 45

個別指導教室 Whole 090-4495-4196 whole017.jp 45

ひとやすみ（神⼾三⽥アウトドアビレッジ TEMIL）
NPO 法⼈⽣涯学習サポート兵庫

079-569-1016 shosapo.jp 46

猪名川町 光の⼦どもクリスチャンスクール 072-766-1256 http://gschikari.client.jp/index.html 46

明⽯市
⑺

フリースクール feel
⼤久保 ⼩久保Ⅱ

078-220-3234
078-223-1146 https://cocotoko.com/ 47

トライ式中等部
⻄明⽯キャンパス 078-927-5925 https://www.try-gakuin.com/freeschool/ 47

学研 WILL学園 明⽯キャンパス 078-939-3333 https://www.willschool.net/ 48

あかしフリースペース☆トロッコ 078-913-8003 https://akashi-torocco.com/ 48

フリースクールりんご 078-937-0396 https://freeschoolringo.wixsite.com/freeschool 49

あかしフリースペース ここのば 070-1550-6737 https://www.akashikokonova.com/ 49

オルタナティブスクール Iʼm 078-223-7816 https://arinomama-im.com 50

Ｆ.Ｓ.播磨⻄⾼等学院
加古川校 ⼩中等部 079-422-0549 https://www.harimanishi.com 50
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加古川市
⑹

ホームスクール こどり〜む 080-4012-8392 https://kodoriimu.com/ 51

トライ式中等部
加古川キャンパス 0794-58-2681 https://www.try-gakuin.com/freeschool/ 51

なみきテラス
並⽊学院⾼等学校加古川学習⽀援センター 079-456-8228 https://campus.namikigakuin.ac.jp/campus/kakogawa/ 52

Gakken⾼等学院・中等部
加古川キャンパス 079-420-2777 https://gakuin.gakken.jp/freeschool/ 52

⼀般社団法⼈こころみ
ふりーすてっぷ 079-490-8597 https://freestep.kokoro-houkan.com 53

稲美町 NPO 法⼈ ころあい⾃然楽校 ― https://www.koroaishizen.com/ 53

三⽊市 ⼀般社団法⼈フリースクール
S-BASE １号店 ２号店 0794-86-0335 https://www.wakuwaku-s-base.com/ 54

⼩野市 ⼀般社団法⼈ほろいむ
サドベリースクールゆ〜ゆう ― https://onoyuyusdb.studio.site/ 54

加東市 オルタナティブスクール
SPROUT 070-2231-4462 https://sproutfreeschool.amebaownd.com/ 55

多可町 森のフリースクール
ねっこぼっこ 0795-20-2196 https://www.kokorone-taka.com/ 55

姫路市
⒁

NPO 法⼈ いまじん 079-447-9508 http://npo-imagine.com 56

Ｆ.Ｓ.播磨⻄⾼等学院
姫路校 ⼩中等部 079-223-3334 https://www.harimanishi.com 56

ＮＰＯ法⼈ 京⼝スコラ
フリースクール 079-222-3148 https://www.kyouguchi-cc.co.jp/newpage1.html 57

トライ式中等部
姫路キャンパス 0792-57-2050 https://www.try-gakuin.com/freeschool/ 57

合同会社ハシュアール
放課後等デイサービスかみふうせん 079-228-5947 https://www.kamifuusenn.com/ 58

株式会社さんぽ道
放課後等デイサービス すとっく 079-287-9512 http://stock-himeji.com/ 58

ＮＰО法⼈新教育推進協会
セイカ学園中等部 姫路校 050-3733-2278 https://wesc.or.jp/fs/seika1 59

放課後等デイサービス Rocket 079-299-6910 https://theuniverserocket.wixsite.com/mysite-1 59

アットスクール 姫路教室
フリースクール「H-COLORS」 079-240-6610 https://www.at-school.jp/himeji/ 60

フリースクール のら 090-1913-0171 https://freeschoolnora.com/ 60

ケンブリッジインターナショナル
スクールみかえる 079-228-6784 https://michael-himeji.jp/ 61

姫路市フリースクール＆フリース
ペース Second House 080-6437-3089 https://secondhouse.hp.peraichi.com/ 61

ドリームモンキーズアカデミー 0120-569-463 https://osaruarena.fun/freeschool/ 62

GO Lab. 080-4642-6653 https://golab-qubel.com/ 62
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市川町 ⼀般社団法⼈デモクラティックスクール
まっくろくろすけ 0790-26-1129 https://makkuro20.jp 63

豊岡市
⑵

フリースクール TOIRO 080-6095-3734 https://toiro2020.jp/ 63

ミチル国際学院 0796-37-8730 mitiru.org 64

丹波篠⼭市
⑵

まめの⽊ 090-8210-8317 https://ciao-sasayamaschool.ssl-
lolipop.jp/sasayama-freeschool/ 64

PINEAPPLE SCHOOL 079-564-4192 https://pineapple-school.net 65

丹波市
⑵

ふえっこ楽校 090-8607-9838 https://fuekko.org/ 65

こども発達⽀援 Co-Coテラス 0795-88-5623 https://www.co-co-terrace.link/ 66

⼤阪府
⑷

フリースクールここ 淡路校【ういるも】 06-6382-5514 https://npokoko.org/ 66

ボーネルンドPLAY CUBE 06-4256-5350 https://playcube.bornelund.co.jp/ 67

スマイルファクトリー 072-751-1145 https://www.npotoybox.jp/toybox/activity-
area/ikeda/smile-factory.html 67

ルネ中等部 ⼤阪校 梅⽥ e スポーツ 06-6136-4266 https://www.r-ac.jp/junior/campus/osaka/?utm_source=jr-
shien&utm_medium=referral&utm_campaign=jr-shien 68

・施設紹介については、県が様式を定め、各施設に提出していただいたものです。
・「施設としての⽅針」の記号については、学習⽀援・屋外活動・屋内活動・教育相
談・仲間づくり・親の会の各項⽬で、「◎」は最も⼒を⼊れている活動、「○」は取
り組んでいる活動、「△」は場合によっては活動するもの、「−」は活動していない
もの、で記載しています。

・施設名の後に「※」を記載している施設は、登録時から名称を変更した施設になりま
す。詳細は施設掲載ページを確認ください。（変更前の施設名が⼀部残っている場合は除く）

※施設の掲載基準は⽬次ページを参照願います。

※不登校児童⽣徒を⽀援する県内の施設マップはこちら⇒

施設紹介内容について
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施
設
名

ダルボイ·アカデミー
（Dull Boi Academy）

所 在 地 神⼾市東灘区御影 2-5-10

交通機関 阪急御影駅 徒歩 3分

https://dullboi.com/
contact@dullboi.com TEL 078-855-2612 FAX 078-806-8064

代 表 者 代表 ⾦井 祐真 施設としての⽅針
設  ⽴ 2016年 12⽉ ダルボイ・アカデミーは今の教育システムに合わない若者をそのまま

受け⼊れ、彼らに⾃分のおかれている⽴場や現状をごまかしなく直視し、
⾃覚し、容認してもらいます。また、⾃分が新たに進むべき道を⾒つけ、
⾃信と誇りをもって、その道を歩いていけるように⾃⽴をうながします。
⾼卒認定や⼤学学位の取得はもちろん、そうした既成システムに同化、
依存せず、システムの外でも⼀⼈で歩いていける元気と勇気と能⼒を養
成する、⼈間再⽣の場です。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⼟
9:00〜17:30

定  員 60名

在籍者数 25名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ ○スタッフ 常勤４名

費  ⽤

⼊会⾦
10,000円〜

・【神⼾キャンパス】educo（エデュコ）コース
脳幹の働きを⾼め、⼦どもたちの意欲や個性・強みを引き出します。学習プロ

グラムを通して集中⼒・表現⼒・語彙⼒・基礎学⼒などが⾝につき、今後の⽣き
る⼒＝⼈間⼒に繋がっていきます。

ICT教材「すらら」は⼩学 1年⽣から⾼校 3年⽣までの主要 5科⽬を無学年式
に学べ、「ことばの学校」は読書を楽しみながら読解⼒、国語⼒をアップします。

授業料
⽉ 15,800円〜

任意参加の合宿や
イベントも充実

施
設
名

ラーンネット・グローバルスクール
所 在 地 神⼾市東灘区岡本 2-8-14

交通機関 阪急岡本駅 徒歩 5分
ＪＲ摂津本⼭駅 徒歩 3分

http://www.l-net.com/
info@l-net.com TEL 078-436-8575 FAX 078-436-8576

代 表 者 炭⾕ 俊樹 施設としての⽅針
設  ⽴ 1996年４⽉ ・「Oplysning（⾃分の中に⽕を灯し、⼈と互いに照らし合う）」を

理念とする、⾃⽴・探究型の学びの場です
・社会で必要な「⽣きる⼒」を育みます
・基礎的な⽣活習慣・学習習慣を重視しています

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○

運営⽇時 平⽇
8:30〜15:40

定  員 48名

在籍者数 35名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ ○スタッフ 12名

費  ⽤

⼊会⾦
350,000円

・⾃然豊かな六甲⼭上の施設で、のびのび学びます
・少⼈数、2 学年合同クラス
・社会経験豊富なナビゲータが⼦どもの主体的な学習をサポートします。
・興味あるテーマを⾃ら⾒つけ調べ、⾏動し、判断し、表現するなど、主体的に学ぶ姿勢を
⾝につけます。

・現地や博物館に出掛けたり、⾃らの⼿でものを作り出すなど、実体験を通して頭と⼼と
体で学びます。

・⾃分の考えや気持ちを素直に表現し、お互いに刺激し理解し合う機会を多く持ちます。

授業料
⽉ 72,800円
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施
設
名

ラーンネット・エッジ
所 在 地 神⼾市灘区篠原南町 6-1-10

グランビア灘 20A号

交通機関 阪急王⼦公園駅・六甲駅
ＪＲ摩耶駅 徒歩 10分

https://note.com/learnnet_edge/
edge-info@l-net.com TEL 078-584-1224 FAX なし

代 表 者
共同代表
駒崎智紀 奥村尚⼦

施設としての⽅針

設  ⽴ 2019年４⽉ 「⾃分の中に⽕を灯し、⼈と互いに照らし合う」を理念とする 10
代のための全⽇制オルタナティブスクールです。内的必然性に基
づき取り組む「マジ探究」と多⾓的な視点を育む「教養」11科⽬
でカリキュラムを構成しています。講師は各分野の専⾨家・実践
家の⽅々です。対象学年は⼩ 5〜中 3。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
8:45〜15:30

定  員 15名

在籍者数 12名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ −スタッフ 3名

費  ⽤

⼊会⾦
250,000円

・⾃分が好きなこと、興味があることにひたすら取り組む「マジ探
究」の時間が毎⽇ある。

・午前は、数学・⽂学・情報・アート・体育などに加えて科⽬横断
型のクラスや論理的・批判的に考え、教養を育むクラスがある。

・知識供給型の授業は少なく、対話形式で進めている。

授業料
年 990,000円

設備充実費
100,000円／年

施
設
名

⼀般社団法⼈

神⼾フリースクール
所 在 地 神⼾市中央区北⻑狭通 7-3-11

坂下ビル 2F

交通機関 阪神⻄元町駅・阪急花隈駅
徒歩 5〜６分

https://kfs.freeschool.jp/
tokasya@hotmail.com TEL 078-360-0016 FAX 078-965-7100

代 表 者 ⽥辺 克之 施設としての⽅針
設  ⽴ 1990年７⽉ ・⼦どもたちの⾃主性を⼤切にしています。

・いろいろな表現活動や体験活動を通じて⾃信を持ち、前向きな
気持ちになれるよう、⼦どもたちと共に歩みます。

・お互いの個性を認め、尊重しあい、いろいろな⼈や仲間たちと関
わる楽しさを感じられるような活動をしています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
10：30〜17：00

定  員 35名

在籍者数 22名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ○ ○ ◎ ○スタッフ ５名

費  ⽤

⼊会⾦
50,000円

・いろいろな“遊び”を通じて、仲間同⼠でのコミュニケーション
⼒が⾼まります。

・畑作業や野外活動を通じて、⾃然に親しみながら、⾝体を動か
すことを楽しみます。

・創作活動を通じて、共同作業を楽しみ、⾃分を表現できる⼒を
⾼めます。

授業料
⽉ 37,000円

その他
活動の実費
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施
設
名

学校法⼈ 神⼾セミナー
⾼等専修学校神⼾セミナー 併設

所 在 地 神⼾市中央区下⼭⼿通 8-4-26

交通機関 地下鉄⼤倉⼭駅 徒歩 5 分、阪急花隈駅 徒歩 3 分
阪神⻄元町駅 徒歩 3 分、ＪＲ神⼾駅 徒歩 10 分

https://www.kobeseminar.ac.jp/
info@kobeseminar.ac.jp TEL 078-341-1897 FAX 078-341-6374

代 表 者 理事⻑ 喜多 徹⼈ 施設としての⽅針
設  ⽴ 1966年４⽉ ・⾼等専修学校を併設した、カウンセリングと学習サポートを

⾏います。
・中学⽣で不登校の⽣徒様の保護者様に関わり⽅の助⾔、アドバ
イスを⾏います。

・中学、⾼校で学⼒的に厳しくなる、登校できなくなるなどで、順
調でなくなった⽣徒様を受け⼊れています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
 ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⼟
10:00〜17:00

定  員 なし

在籍者数 3名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ○ ◎ ○ ○スタッフ 13名

費  ⽤

⼊会⾦
20,000円

・中学での授業を全く受けていなくても問題ありません。
中学レベルから旧帝⼤レベルまで対応可能です。

・⼼療内科や精神科通院の⽣徒様への対応実績も多くあります。
・保護者様⾃⾝の⼼理カウンセリングも対応しています。

授業料
33,000円

その他

施
設
名

学校法⼈ 三幸学園

⾶⿃未来中等部・初等部神⼾教室
所 在 地 神⼾市中央区御幸通 3-2-22-2F

交通機関 各三宮駅 徒歩約７分

https://www.sanko.ac.jp/asuka-fs/kobe/
info-kobe-freeschool@sanko.ac.jp TEL 078-335-8881 FAX 078-335-8882

代 表 者 学校法⼈ 三幸学園
理事⻑ 昼間 ⼀彦 施設としての⽅針

設  ⽴ 2019年４⽉ ・主体性を培い、⾃主学習を通して⽣き抜く⼒を育む
・居場所としての安⼼感のある環境で、⽣きる⼒を育み、卒業後の
社会で適応することができる⼒を育む

・⼀⼈ひとりの主体性、社会性、好奇⼼を育むためのサポート・バ
ックアップが充実

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○
⼩４〜中３まで

運営⽇時 ⽉〜⾦
10:00〜15:00

定  員 45名

在籍者数 42名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ○ ○ ◎ −スタッフ 10名

費  ⽤

⼊会⾦
50,000円

・姉妹校⾶⿃未来きずな⾼校と連係した学習⽀援
・カウンセリング資格を持つ教職員
・安⼼・安全・快適な校舎環境
・任意参加のイベントも多数⽤意

授業料
30,000円〜

各コースによって
授業料は変動します。
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施
設
名

⼋洲学園 中等部
三宮キャンパス

所 在 地 神⼾市中央区磯上通 8-1-33幸和ビル 2F

交通機関 ＪＲ三ノ宮駅、阪急・阪神神⼾三宮駅
徒歩 5〜7分

https://www.yashima.ac.jp/jhs/
s-sannomiya@yashima.ac.jp TEL 078-261-2835 FAX 078-261-2836

代 表 者 学校⻑ 林 周剛 施設としての⽅針
設  ⽴ 1992年４⽉ ・不登校⽣のための居場所

・「居場所からの⾃⽴」をテーマに中学校復帰を念頭に無理のない
教育活動をおこないます。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
 ○

運営⽇時 ⽉・⽕・⽊
9:00〜11:50

定  員 −

在籍者数 9名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ − ○ ○ ◎ −スタッフ 6名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

・学習以外に活動時間を設け、仲間たちとカードゲームや雑談、
作品作りをしています。真⾯⽬で落ち着いた⽣徒が多く、のび
のびと⽇々過ごしています。

・少⼈数になることが多く、アットホームな環境です。

授業料
なし

教材費
毎年度 5,000円

施
設
名

⼀般社団法⼈

イドミィ
所 在 地 神⼾市中央区下⼭⼿通 7-6-15-101

交通機関 ＪＲ元町駅、阪急花隈駅、阪神⻄元町駅
地下鉄⼤倉⼭駅 徒歩 8-15分

http://www.ido-my.com/
info@ido-my.com TEL 078-335-6808 FAX なし

代 表 者 ⾼橋 惇 施設としての⽅針
設  ⽴ 2018年 4⽉ ・「認める」主体性を尊重し、⼦どもの選択を認めます。

・「満たす」⼦どもの⼼を満たします。
・「伸ばす」⼦どもの⻑所を伸ばします。
・「挑む」やってみたいことを、⼀緒に挑戦してみます。
・「外に出る」定期的にアウトドアや課外活動を⾏います。
・「異年齢交流」⼩１〜⾼３まで参加可能です。20代から 40代ま
で幅広い年代、国籍、所属のスタッフが関わっています。

・「柔軟性」当⽇⽋席OKです。参加頻度も、週 1,2,3回から選べ
ますし、隔週参加や⽉ 1回参加も OKです。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽕・⽊・⾦
10:30〜14:30

定  員 25名

在籍者数 17名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ◎ ○ ○ ○ −スタッフ 11名

費  ⽤

⼊会⾦
無料

・兵庫県各地より通学している児童・⽣徒さんがいます。
・通信制⾼校サポート校を併設しているため、⾼卒資格も取得で
きます。

・卒業後の進路や、就職へのサポートも実施しています。

授業料(税抜)
60分 3000円

120分 4500円
210分 6000円

その他
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施
設
名

第⼀学院中等部
神⼾キャンパス

所 在 地 神⼾市中央区磯辺通 4-1-38
ｻﾞ･ｼﾃｨ神⼾三宮ﾋﾞﾙ７F

交通機関 阪急・阪神神⼾三宮駅 ＪＲ三ノ宮駅

https://www.daiichigakuin-jr.jp/
kobe@daiichigakuin.jp TEL 078-261-1172 FAX 078-261-1170

代 表 者 森 英之 施設としての⽅針
設  ⽴ 2020年 4⽉ 中学⽣およびその保護者が抱える不安や悩み（不登校、学習、⾼

校進学、将来など）に対し、⼀⼈⼀⼈の状況に合わせた⽀援や、⾼
校⽣・⼤学⽣とのつながりや交流といった「解決へのきっかけづ
くり」を⾏う。
⽣徒第⼀、そして「1／1」の理念のもと、⼀⼈⼀⼈に寄り添い

ながら、⽣徒の可能性を引き出し、⾃信へとつなげることを最優
先に活動する。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
△ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
9：30〜16：30

定  員 30名

在籍者数 20名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ △ ○ ○ ◎ ○スタッフ 10名

費  ⽤

⼊会⾦（登録料）
5,500円

本校では、将来社会⽣活を営む上で不可⽋となる「対⼈関係⼒」
や、グループ・チームでの活動を通した「表現⼒（アウトプットの
⼒）」を重視しています。⼀⼈ひとりの状況やできる段階に応じて
体験・実践を積み重ね、⻑期的な成⻑につなげていきます。

授業料
⽉ 11,000円

その他

施
設
名

⼀般社団法⼈ 教育・福祉⽀援認定協会

放課後等デイサービス アンの家神⼾
所 在 地 神⼾市中央区多聞通 4-1-2

交通機関 JR神⼾駅 徒歩５分、地下鉄⼤倉⼭駅 徒歩７分
阪神・阪急⾼速神⼾駅 徒歩１分

https://wesc.or.jp/anhouse/
anhouse-k @wesc.or.jp TEL 050-3733-1298 FAX 078-381-6638

代 表 者 代表理事 案浦幹雄 施設としての⽅針
設  ⽴ 2018年 8⽉ ・通信制⾼校と同じ建物内にあり（利⽤階は別）教育と療育の両⾯からサポートしてい

ます。⾼校卒業資格の取得と⾼校卒業後に⾃分の不得意な分野を少しでも減らして⾃
⽴できるようにします。

・漢字パズルやクロスワードを使った語彙⼒の向上や迷路や積み⽊の数を数えることで
空間認知⼒を⾼めています。

・⾮認知能⼒（数字で評価できない能⼒）に不可⽋なコミュニケーション⼒、協調性、
社会性の向上を図るためにアナログゲーム（トランプ、オセロ、⼈⽣ゲームなどのボ
ードゲーム）を実施し、友達づくりをします。

・⽂章を読む⼒を向上させるためのビジョントレーニングや数学や空間認知を⾼めるた
めのワーキングメモリトレーニングなど療育に関することも実施しています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時
⽉・⽕・⽊・⾦・⼟

10:00〜17:30
(⼟曜⽇は 16:30まで)

定  員
１⽇ 10名

主として中⾼校⽣が対象
⼩学⽣は⼩４から利⽤可

在籍者数 46名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ○ ○ ◎ △スタッフ ５名

費  ⽤

⼊会⾦ なし 教員免許保持者や教育カウンセラーと⼀緒に⼩・中学校の内容
を中⼼に楽しく学びます。また「姫路」「明⽯⼟⼭」「⼤阪梅⽥」「京
都伏⾒」でも「セイカ学園中等部」という別名称でフリースクール
を実施しています。アンの家神⼾以外の問い合わせは全て 050-
3733-1028（社団法⼈教育福祉⽀援認定協会）までお願いします。

授業料
利⽤⽇数に関係なく利⽤者上限負担額が
定められている。
⾮課税世帯・・・0 円
世帯年収 890万未満は
⽉額上限 4,600円など
その他
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施
設
名

学校法⼈⾓川ドワンゴ学園

N 中等部 神⼾三宮キャンパス

所 在 地 神⼾市中央区海岸通 6 建隆ビルⅡ 7階

交通機関 ＪＲ・阪神元町駅 南東に徒歩 7分
阪急神⼾三宮駅 南⻄に徒歩 12分

https://n-jr.jp/
support@n-jr.jp TEL 0120-0252-15 FAX なし

代 表 者 奥平 博⼀ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2019年 4⽉ N中等部は、⽣徒数⽇本⼀の N⾼グループの学びを中学⽣年代に

届けるプログレッシブスクールです。PBL やプログラミングなど
社会で求められる総合⼒を⾝につけるための実践型学習のほかに
も、基礎学習や⼤学進学レベルの学習を⾃分のペースで学べる動
画教材も充実しており、⽬標設定や達成を促す⾯談などを通じて
「12歳からの進路設計」を⽀援します。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
 ○

運営⽇時 9:00〜17:00

定  員 120名

在籍者数 ⾮公開
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ −スタッフ ⾮公開

費  ⽤

⼊会⾦
110,000円

授業料 ⽉ 73,700 円/週 5 ⽇
※週 3,週 1と異なります
教材・設備費
１期 11,000円

施
設
名
リタサポアフタースクール

所 在 地 神⼾市中央区磯辺通 4-2-8 ⽥嶋ビル 2F

交通機関 ＪＲ三ノ宮駅 徒歩 13 分
地下鉄三宮・花時計前駅 徒歩 5分

https://support.rita.ed.jp/topics/2024/121912/

support@rita.ed.jp TEL 078-200-4531（代表）
090-9116-4531（直通） FAX なし

代 表 者 今井 真路 施設としての⽅針
設  ⽴ 2024年 12⽉

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○  ○

運営⽇時 週 1〜２⽇
16:30〜19：30

定  員 １⽇ 12名程度

在籍者数 11名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ △ ○ ○ ○ ○スタッフ ５名（原則１⽇１〜３名で対応）

費  ⽤

⼊会⾦
０円

・学び直し
・コミュニケーション
・社会を知る機会の提供
を⼤切にしています。
詳細は、
右記の QRコード
よりご覧ください。 施設紹介ページ   施設紹介動画

授業料
０円

教材費
年額 3,000円
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施
設
名

フリースクール ForLife

NPO法⼈ ふぉーらいふ
所 在 地 神⼾市垂⽔区瑞穂通 7-2

交通機関 ＪＲ・⼭電垂⽔駅 徒歩 10分
⼭陽バス⽔道橋 1分

http://fsforlife.sakura.ne.jp/
forlife@hi-net.zaq.ne.jp TEL 078-706-6186 FAX 078-706-6186

代 表 者 中林 和⼦ 施設としての⽅針
設  ⽴ 1997年 10⽉ ・安⼼できる「居場所」づくり

・「⾃主・⾃⽴」「⽣活といのち」を理念としている
・「⼦どもがつくる・⼦どもとつくる」が活動のモットー
・個々のニーズに応じた学び（例：実験教室他）
・他⼈の権利を尊重する
・対話によるコミュニケーションの⼒を養う

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ △

運営⽇時
⽉〜⾦

9:00〜17:00
⽉は 12：00〜

定  員 25名

在籍者数 15 名（あかでみあ 7名）
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ◎ ○ ○ ○ ○スタッフ ５名

費  ⽤

⼊会⾦
10,000円

・⾥⼭⾃然体験活動（三⽥市藍本）：⾥⼭保全/⽊⼯/などを実施
・農業体験活動（多可町）：⽥植え・稲刈りなどを実施
・地域交流活動（区⺠スポーツの⽇/うみかぜ⾳楽祭/灘チャレン
ジ/フリーマーケット）など地域主催の⾏事に参加
※⼩学校低学年部（あかでみあ）活動⽇：毎週⽊曜⽇ 10~14時
 ⼊会⾦ 10,000会費：12,000、施設活動費０
※⾼校⽣はお問い合わせください。

授業料
⽉ 40,000円

施設・活動費
⽉ 10,000円

施
設
名

オルタナティブスクール

さとのわ
所 在 地 神⼾市⻄区押部⾕町⽊幡 353

交通機関 神⼾電鉄⽊幡駅 徒歩５分
神姫バス⽊幡 下⾞５分

https://satonowa.info/academy/
satonowa311@gmail.com TEL 070-9004-3690 FAX なし

代 表 者 佐藤 正彰 施設としての⽅針
設  ⽴ 2020年 4⽉ ・⾃然豊かな⾥⼭フィールドで個⼈が⾃分の可能性を⼗分に実現

し、⾃分の夢と⽬標を成し遂げることを⽀援する。
・⾃律・⾃⽴を⽬指し、⾃分の意⾒を持ち、他者を受⼊れ、⾃分の
問いに答えを⾒つけられる様な学び場として体験活動を重視し
ています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○

運営⽇時 ⽉・⽕・⽔・⽊
9:30〜14:00

定  員 13名

在籍者数 6名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

〇 ○ ◎ ○ ○ ○スタッフ ７名

費  ⽤

⼊会⾦
33,000円

・プロジェクト型学習
・⾃然と共⽣しながらの⼈間形成
・⼦どもの⾃由な発想をサポートする。

授業料
12,000円〜

その他
施設設備費あり
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施
設
名

natural K
所 在 地 神⼾市北区⿅の⼦台南町 3-16-44

交通機関 神姫バス⿅の⼦台南町 2 丁⽬北 徒歩１分

https://select-type.com/s/naturalK/
naturalk2022@gmail.com TEL 070-7641-3731 FAX なし

代 表 者 神⼾ 朝美 施設としての⽅針
設  ⽴ 2022年４⽉ ⼦も親も⼼に“あそび”を持てる場所として、以下３点に重点を置いています。

・ありのままを出せる場所(⼦も親も、ありのままの素直な気持ちを出せる場所
の提供)

・安⼼できる場所(悩みのトンネルを抜け出そうと⼀歩踏み出し、ここと繋がれ
たことで安⼼してもらえるもうひとつの「家」のような場所の提供)

・適度な負荷で成功体験を積み重ねる場所(様々なジャンルの本物体験、毎⽇の
昼⾷作りなど⽣活に結びつく体験、やってみたいことを追求できる時間など、
「やってみたい」の思いも⼤切にした適度な負荷で成功体験を積み重ねる場所
の提供)

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○

運営⽇時 平⽇ ⽉〜⾦
9:00〜15:00

定  員 １⽇ 10名程度

在籍者数 23名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ◎ ○ ○ ○スタッフ １名

費  ⽤

⼊会⾦（2回体験込）
5,000円

過ごし⽅（活動によって変更あり）
9:00〜9:45 ⾃由時間、9:45〜は頭の体操と予定確認

10:00〜11:00 企画活動（毎⽇内容が変わる本物体験をします）
11:30〜12:30 昼⾷準備、昼⾷、⽚付け
13:00〜14:00 ⾃分で活動を考えて過ごすプロジェクト時間
14:00〜15:00 ⾃由時間

授業料
上限⽉ 30,000円
その他
昼１⾷ 300円

施
設
名

森の学校つくも
所 在 地 神⼾市北区⼋多町附物 79

交通機関 神⼾電鉄岡場駅 ⾞で 10分

https://morinogakko-tsukumo.jimdofree.com/
morinogakko.tsukumo@gmail.com TEL 090-6202-1619 FAX なし

代 表 者 ⼗場 ⽐路⼦ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2022年４⽉ 従来のカリキュラムのある学校とは異なり、⾃然の中でお互い

学び合うフリースクールです。⾃然豊かな神⼾市北区の森の中に
あり恵まれた環境の中でみんなそれぞれ関⼼のあることをする学
校です。どんなお⼦様にとっても居⼼地のよい学校を⽬指してお
り、不登校の皆さんも安⼼して好きなことをして過ごせます。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時 ⽉・⽔
9:30〜15:00

定  員 なし

在籍者数 22名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

△ ◎ ○ ○ ○ ○スタッフ 14名

費  ⽤

⼊会⾦
無料

現在私たちをとりまく環境は、便利さ、快適さを追求するあま
り⾃然から離れているように思われます。⼦どもたちに⾃然と触
れ合える場所を提供し、⽣きた学びを⼀緒に体験したいと考えて
います。お昼時には⽕起こしから始まり、敷地内で採れる野菜の
収穫、調理まで関わることにより⽣きる⼒を養っていきます。⾺
と触れ合える時間もあります。

授業料
⽉ 10,000円

その他 週 1回 5,000 円
1 回 2,000円
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施
設
名

YUME フリースクール
所 在 地 尼崎市潮江 3-9-1たかにしスタジオ

交通機関 ＪＲ尼崎駅 徒歩６分

https://school.yume.support/
amagasaki@yume.support TEL 06-4960-7351 FAX 06-4400-6716

代 表 者 ⽮吹 菜津希 施設としての⽅針
設  ⽴ 2021年 5⽉ ・フリースクールと訪問⽀援などで不登校に対応していく。

・学習⽀援は 1対 1の個別指導、集団授業を設置
・単発フリースクールなど⾃分に合わせて登校できる。
・将来的に社会集団で⽣活できるよう⾃⽴・⾃律を図る。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
10:00〜16:00

定  員 なし

在籍者数 40名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ −スタッフ ５名

費  ⽤

⼊会⾦
35,000円

・⼀⼈ひとりの状況に合わせて学習や進路をサポート
・実施されるイベントで⽣徒の⼈間⼒を向上
・イベントを通じて友達ができ⼈間関係を広めることができる。

授業料
⽉ 22,000円〜

その他

施
設
名

ぐれいぷ ハウス
（⼀般社団法⼈ officeひと房の葡萄）

所 在 地 尼崎市⻄⽴花町 4丁⽬ 1-3-104

交通機関 ＪＲ⽴花駅 ⻄へ徒歩 10分

https://hitofusa-budou.com/
cashewnut27@gmail.com TEL 06-4977-8731 FAX 06-4977-8731

代 表 者 代表理事 ⾚井 郁夫 施設としての⽅針
設  ⽴ 2017年 9⽉ ・「⼤⼈の都合は引っ込める」「⼦どもの事情を優先し、線引きをしない」

ことを前提に運営しています。年中無休で時間外でも開室し、いつ来
てもいつまで居ても構いません。連絡は 24時間 OKです。

・ケアが必要な場合はケアを優先します。お腹が空けば料理やお菓⼦を
作ったりして⼀緒に時間を過ごしながら、⼀⼈ひとりの課題を把握し
ています。

・養育者との関係を重視しています。オープンハイスクールや学校説明
会への同⾏や 3者⾯談に同席するなど親代わりも務めます。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 年中無休
（年末年始・警報発令⽇などを除く）

定  員 30名

在籍者数 21名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ △スタッフ 6名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

勉強を中⼼とする場合は専⽤教材を使⽤します。遅れが著しい
場合は教材を⼯夫し、新聞のコラムを使うことやコグニティブト
レーニングを⾏うこともあります。

授業料
⽉ 3,000円〜

その他
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施
設
名

フリースクール MIRAIZ
所 在 地 尼崎市東難波町 5-17-2

第⼀住建尼崎ビル６階

交通機関 阪神尼崎駅 徒歩 10分

https://plusinnovation.jp/
info@plusinnovation.jp TEL 06-6415-6977 FAX 06-6415-6978

代 表 者 代表取締役 住⼭ 健 施設としての⽅針
設  ⽴ 2023年 5⽉ イエナプラン・ドルトンプラン教育採⽤

・安⼼できる・成功体験を得る居場所
・お⼦様の⾃信と⾃⼰肯定感を⾼める
・主体的に学ぶ
・お互いの良さを認め合う

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時
⽉・⽔・⾦

12:00〜19:30
(14:00〜16:00)

定  員 なし

在籍者数 17名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ◎ ○ ○ −スタッフ ５名

費  ⽤

⼊会⾦
30,000円

学びは選択式で主体的に！リスキリング・探究・体験・協働・プロ
グラミング・プレゼン等を学べます。達成が視覚化される仕組みがあ
るので⾃分で⾃信をつけていくことができます。通信⾼校が併設され
ている為、⾼校卒業資格取得可能。ポモドーロテクニックにより集中
しやすい環境を整えています。先⽣ではなく⼀緒に考える伴⾛者
（各々資格を有する専⾨職員）がいます。地域との連携を図り定期的
に課外活動を⾏います。1⼈ 1台 PCを完備。卒業後の就職に向けて
のご相談やサポートも充実しています。

授業料
⽉ 35,000円

その他
任意参加のイベントも充実

施
設
名

さち塾
所 在 地 尼崎市武庫町（以下未公表）

交通機関 阪急武庫之荘駅 徒歩 10分

https://sites.google.com/view/sachijyuku/home/
osarucafejp@yahoo.co.jp TEL 090-8529-6988 FAX なし

代 表 者 鈴⽊ 睦枝 施設としての⽅針
設  ⽴ 2023年 6⽉ ⼦どもとの会話を基本に、その⼦⾃⾝が楽しくできそうなこと

から始めます。信頼関係を構築し、⼦どもの学びたい、を引き出し
てからスモールステップで進める、完全個別指導の学習⽀援塾で
す。⾼校⽣以上の学校に⾏きづらいお⼦様の進級⽀援も⾏ってい
ます。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 随時

定  員 10名

在籍者数 10名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ △ ○ ○ ○ ○スタッフ ３名

費  ⽤

⼊会⾦
10,000円

不登校親の会『タイルカフェ』を⺟体にした不登校の⼦どもの
居場所『タイルがくえん』と連携して⼤⼈との信頼関係構築や⼦
ども同⼠のコミュニケーションも⾒ていきます。また、⼦育て相
談、不登校相談も随時受付けます。

授業料
⽉ 8,000円

教材費
5000円（年間）
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施
設
名

トライ式中等部
尼崎キャンパス

所 在 地 尼崎市潮江 1丁⽬ 16‐1

交通機関 JR尼崎駅 徒歩 3分

https://www.try-gakuin.com/freeschool/
try-gakuin-amagasaki@trygroup.com TEL 06-7654-4510 FAX なし

代 表 者 物部 晃之 施設としての⽅針
設  ⽴ 2010年 2⽉ ・不登校からの⾼校・⼤学進学をはじめとして、あらゆる⽣徒の進

路を切り開くべく、学⼒の向上はもとより社会を⽣き抜く⼒を
育む様々な⽀援を⾏っています。

・⽣徒⼀⼈ひとりの夢や⽬標の実現に向け、多種多様なサポート
を⾏っています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
9：00〜16：00

定  員 50名

在籍者数 38名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ −スタッフ 職員 3名 講師 12名

費  ⽤

⼊会⾦
50,000円〜

授業料は⽉額です。その他費⽤に設備費や⾏事運営費などがご
ざいます。ご不明点があれば、お気軽にご相談ください。

授業料
⽉ 40,000 円〜

施
設
名

NPO法⼈ あんずぽこ
所 在 地 ⻄宮市松園町 13-25-102

交通機関 阪急夙川駅 徒歩 5分

http://anspoco1122.jimdofree.com/
kawana2yo@gmail.com TEL 0798-56-9505 FAX 0798-75-2618

代 表 者 河村 夏代 施設としての⽅針
設  ⽴ 2014年 3⽉ ・臨床⼼理⼠が関与しながら、⼦どもが⾃⽴するまで⾒守ります。

・⾃律性/主体性を⼤切にし他者と共⽣する⼒を異年齢の中で育みます。
・元教員等指導経験者が専⾨性を⽣かし、個別学習の⽀援をします。
・学校と連携をとり、⼦どもの教育の権利を保障できるよう努めます。
・不登校体験が弱者を包摂して⽣きる⼒になるよう⽇々関わります。
・「不登校を考える親の会」を毎⽉第 3⽇曜に開催。⼦育ての仕上げ期に
孤⽴しないで、社会に開かれていく好機になるよう⽀援します。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
9:30〜14:30

定  員 30名

在籍者数 23名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ ○スタッフ ６名

費  ⽤

年会費 3,000円
施設費 ⽉ 2,000円

・共有画⾯でのゲームでコミュ⼒を育て仲間づくりをしています。
・個別相談を臨床⼼理⼠が受けます。箱庭療法もできます。
・経済困窮の児童をチャンス・フォー・チルドレンに推薦・⽀援可
・⾼卒認定試験、漢検や英検の指導対策もできます。

利⽤料１回 2,000円
その他
家庭状況での特別配慮有
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施
設
名

トライ式中等部
⻄宮北⼝キャンパス

所 在 地 ⻄宮市北昭和町 3-18
カサマドンナⅤ 2F・3F

交通機関 阪急⻄宮北⼝駅 徒歩約 5分

https://www.try-gakuin.com/freeschool/
try-gakuin-nishinomiyakitaguchi@trygroup.com TEL 0798-65-2225 FAX なし

代 表 者 物部 晃之 施設としての⽅針
設  ⽴ 2010年 2⽉ ・不登校からの⾼校・⼤学進学をはじめとして、あらゆる⽣徒の進

路を切り開くべく、学⼒の向上はもとより社会で⽣き抜く⼒を育
む様々な⽀援を⾏っているのがトライ式中等部です。
・⽣徒⼀⼈ひとりの夢や⽬標の実現に向け、多種多様なサポート
を⾏っています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
9:00〜16:00

定  員 50名

在籍者数 25名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ −スタッフ 職員 2名、講師 30名

費  ⽤

⼊会⾦
50,000円（税抜）

授業料は⽉額です。その他費⽤に設備費や⾏事運営費などがござ
います。ご不明点があれば、お気軽にご相談ください。授業料

40,000円（税抜）
その他

施
設
名

ありんこ ATスクール
所 在 地 ⻄宮市松籟荘 11−28 １階

交通機関 阪急甲東園駅 徒歩２分

https://ari-at.com
info@ari-at.com TEL 0798-78-2205 FAX なし

代 表 者 浅野 昭⼦ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2025年 4⽉ ⼦どもたちの素敵な感性と個性をそこなわずに、リラックスし

ながら、やりたいと思うことに挑戦できる環境を提供しています。
特徴的な Socialmapプロジェクトでは教科書での学習ではなく、
⼈と社会と関わりながら様々な経験をすることで社会を学んでい
きます。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
9：00〜14：00

定  員 15名

在籍者数 4名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ◎ ○ ○ ○ ○スタッフ ５名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

Socialmap プロジェクトは、⼦どもたちとテーマを決め、ディ
スカッションもしながら本などから調べていき、そのテーマにつ
いて学んでいきます。最後に必ずフィールドワークの時間を設け、
外へ出て実際に体験することで、伝聞で終わらないようにしてい
ます。

授業料
⽉ 45,000 円

課外活動は実費の
場合あり
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施
設
名

Global な児童発達⽀援・
放課後等デイサービス

所 在 地 ⻄宮市⼸場町 9-7

交通機関 阪神⾹櫨園駅 徒歩 10分

https://www.globals.website/
KoroenAAA@gmail.com TEL 0798-98-2808 FAX 0798-28-2808

代 表 者 バックノー⽂ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2023年９⽉ 安⼼して過ごせる環境のもと、さまざまな体験をする中で「で

きた」を積み重ね、⾃⼰肯定感を育みます。信頼できる⼤⼈やこど
も同⼠の関係を築いていく中で、⼈との共通点や違いを⾒出し、
⾃分の「好き」に気付き、主体的に取り組む姿勢を⾝につけていき
ます。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
10：30〜14：00

定  員 （1 ⽇の利⽤につき）10 名

在籍者数 14名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ ○スタッフ 6名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

曜⽇ごとにクッキングやアート、運動、英会話など、お⼦さんの
「好き」「得意」を伸ばす活動に⼩集団で取り組んでいます。

※１ 費⽤については、放課後等デイサービスの利⽤規定に準ずる

授業料
※１

教材費、材料費⽤等
実費

施
設
名

みらいのねっこ
〜キミのイバショ

所 在 地 ⻄宮市⼾⽥町 4-11

交通機関 阪神⻄宮駅徒歩 3分
JR⻄宮駅・JRさくら夙川駅 徒歩 12分

https://advance-corporation.com/adfree/
nekko@advance-corporation.com TEL 0798-39-0480 FAX 0798-39-0439

代 表 者 阪本 幸喜 施設としての⽅針
設  ⽴ 2024年 11⽉ 学習⽀援をメインとしたフリースクールです。⺟体は学習塾（創

⽴ 25年⽬）のため、学習⽀援・進路指導をご安⼼頂けると思いま
す。安⼼できるイバショ・みらいの成⻑の⼟台を築ける場（ねっ
こ）・やりたいことが応援される場・⼀⼈⼀⼈が尊重される場・⼀
歩⼀歩着実に⾃分のペースで学びを進められる場・⼀⼈⼀⼈をア
ットホームに迎えいれるイバショを⽅針として運営しておりま
す。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 (⽕)・⽔・⾦
13：40〜18：35

定  員 20名

在籍者数 2名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ − ○ ○ △ −スタッフ 2名

費  ⽤

⼊会⾦
33,000円

週 1回 2単位（最⼤ 3単位まで同⼀料⾦）
（⼩）20,350円（中）20,900円（⾼）23,100円
その他費⽤
⽉会費 1,100円 教材費 990円 空調設備費 220円
※詳細はホームページをご覧くださいませ。
在籍学校⻑の承認により出席扱いの学校連携も実施。

授業料
⽉ 20,350〜23,100円
別途⽉会費・教材費・
空調設備費
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施
設
名

⼀般社団法⼈

bird
所 在 地 ⻄宮市寿町 1-36

交通機関 阪急夙川駅 徒歩 8分
JRさくら夙川駅 徒歩 8分

https://bird-life.jp
info@bird-life.jp TEL 0798-20-7899 FAX なし

代 表 者 代表理事 杉岡 怜⼦ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2024年 8⽉ ・⼀⼈⼀⼈に合わせたペースで⾒守り、⼦どもたちが安⼼して通

える居場所を⽬指します。
・⼦どもたちの「やりたい！」を⼀緒に⾒つけ、実現し、⼩さない
っぽを⽀えます。

・学習⽀援、受験対策等の学校との連携、保護者へのサポートなど
も⾏なっています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時 平⽇ 10時〜15時
(延⻑最⼤ 17時まで)

定  員 10名

在籍者数 4名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ◎ ○ ○ ○スタッフ 4名

費  ⽤

⼊会⾦
55,000円

⾳楽スクールが併設されており介護⼠や⾳楽教員が在籍してい
るため、居場所としてだけでなく、⾳楽や楽器に触れながら好き
なことを⾒つけていく中で⼈と関わること、互助の精神を培って
いきます。授業料

⽉ 11,000〜55,000円
延⻑料⾦(1時間)

550円

施
設
名

フリースクール

「ハッピーニューロン」
所 在 地 芦屋市伊勢町 10-6

交通機関 阪神芦屋駅 徒歩 13 分、ＪＲ芦屋駅 徒歩 15分
阪急芦屋川駅 徒歩 20分

（作成中）
info@happy-neuron.co.jp✉問い合わせはメールで TEL 0797-32-3032 FAX 0797-32-3033

設 置 者 中⼭ ⿇⼦ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2015年 12⽉ ・不安を抱える⼦どもや保護者が安⼼できる「環境・居場所」を提供しています。

・図書館や美術博物館等がある⽂教地区にあり、教育環境としては安全な場所です。
・⼦どもにあった学び⽅や通い⽅を⾯談で話し合い、オーダーメイドで提供します。
【活動について】
・⼈と関わる時間を多く設け、遊びや⾷を共有し⼦どもの不安の解消につなげます。
・元気になった⼦どもには、状況に応じて学習⽀援も⾏います。
（プログラム例）
クッキング：有志の保護者と共に、⾷材にこだわった⼿作りランチタイム。スポーツや
芸術（⾳楽・美術）体験：プロ講師の指導。軽い運動は散策や公園遊びで毎回実施。⼼の
教育：⽇常の会話を重視し、丁寧な対話によって⼦どもの多感な思いを⾔語化。⾃然体
験：園芸、キャンプ、釣り、合宿、熱帯⿂の飼育、⽝の世話、農作業体験など。体験共有：
通学時の⼦どもの写真や映像を LINE で保護者に送って体験を共有。

【相談カフェ】
・不登校の⼦どもを育てた経験のある保護者と、ティータイムを楽しみます。
・悩みが気軽に相談でき、信頼できる⼈間関係が孤⽴を防ぎ⼼の安定につながります。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
△ ○ ○
⼩学⽣は⾼学年から

運営⽇時 ⽉・⽔・⽊
10:00〜15:00

定  員 12名

在籍者数 9名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ○ ○ ◎ ○スタッフ １０名（学科⾮常勤講師含）

費  ⽤

⼊会⾦
30,000円

・「ハッピーニューロン」の名前の由来は「ミラーニューロン」からきています。⼈が笑う
と、思わずこちらまで笑顔になってしまう。そういった現象のことをいいます。

・このニューロン（神経細胞）のように、⾃分の＜幸せ＞が次々と周囲の⼈に伝わり、他⼈
の＜幸せ＞となって、共感共鳴して伝播していくことをイメージしました。

・ご家族はもちろん、不登校の⼦どもに関わるすべての⼈がどんどん笑顔になっていくこ
とを願っています。

授業料 ※通い⽅による
⽉ 30,000〜50,000円
その他
合宿などは別途
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施
設
名

クラーク国際中等部
芦屋キャンパス

所 在 地 芦屋市上宮川町 4-1

交通機関 ＪＲ芦屋駅 徒歩 3分

https://clark-jr.jp/campus/ashiya
ashiya_info@clark-jr.jp TEL 0797-38-7686 FAX 0797-34-0504

代 表 者 加藤 寛之 施設としての⽅針
設  ⽴ 2005年 4⽉ ・キャンパス通学を通じた学校回帰⽀援

・教科学習型学習⽀援
・進学、進路の相談
・本⼈、家族のメンタルケア
・保護者の会

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
9:20〜15:40

定  員 30名

在籍者数 21名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ ○スタッフ 13名

費  ⽤

⼊会⾦
30,000円

・平⽇１〜６時間の時間割制
・教員免許を持った教員による教科指導
・⼤学⽣ボランティアスタッフによる個別学習指導、授業補助
・本⼈のペースに合わせた⽀援プラン
☆週 5⽇通学（教室登校のみ）
☆週 2⽇通学（教室登校+オンライン授業）
☆⽉ 1-2回通学（オンライン授業がメイン+教室登校）

※東京⼤志学園 芦屋校から記載施設名変更（R7.3）

授業料（通い⽅による）
⽉ 22,000〜47,300円
その他

施
設
名

フリースクールみらい
伊丹野間校

所 在 地 伊丹市野間 2-7-41

交通機関 阪急塚⼝駅 伊丹市バス野間下⾞すぐ

https://www.houkagodaymirai.net/
harukallc@houkagodaymirai.com TEL 072-764-6335 FAX 072-714-0029

代 表 者 鏑⽊ 智 施設としての⽅針
設  ⽴ 2019年 1⽉ ・⽀援の仕⽅で⼦どもは変わります。

・『⻑い間学校を休んでいる』『学校の授業がわからなくなってき
た』『⼈との関係がうまくいかない』・・・こんな『困り感』のあ
るお⼦さまに、⼩さな成功体験の積み重ねることで『⾃⼰肯定
感』を⾼めて、課題解決に向けて⽀援します。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
10:00〜15:00

定  員 なし

在籍者数 18名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ − ○ ○ ○ −スタッフ ６名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

・学校との連携で、学校復帰を⽬指します。
・⾃学⾃習をモットーにしていますが、しっかりと学習サポート
ができる専⾨性の⾼い（元学校⻑、教員、公認⼼理師等）⼈材
が⽀援します。

・中学校の定期テストを本施設で実施した実績があります。

必要経費
施設管理費 5.000円
利⽤料  ⽇/1.000 円

⽉上限 20.000円
その他
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施
設
名
楽笑フリースクール伊丹校

所 在 地 伊丹市寺本東 2-5-9-1

交通機関 阪急伊丹駅より伊丹市バス寺本東徒歩 2分
阪急武庫之荘駅より伊丹市バス⼭⽥徒歩４分

https://support-independence.jp/
genkyows@gmail.com TEL 072-743-7372 FAX なし

代 表 者 中村 元教 施設としての⽅針
設  ⽴ 2022年 4⽉ 楽笑フリースクール伊丹校は、楽笑グループの中でも「学び特

化型フリースクール」です。
 私たちは塾⽣の可能性を拓き、塾⽣がそれらを最⼤限に発揮す
ることができるよう伴⾛する教育機関です。不登校の皆さんの学
びをともに進め、
  「あなたが想像もしなかった未来へ！」

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦ 9：30〜

定  員 30名

在籍者数 22名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ △ △ ○ ○ △スタッフ 1名

費  ⽤

⼊会⾦
20,000円

・⾼校進学、⼤学進学に向けた徹底伴⾛型
・中学受験対応
・通所＆オンライン指導での⽣活習慣改善
・英検実績 (Be動詞わからない状態⇒
 ３級、準２級、２級各級合格、⼀次試験合格)
・⼼理学有資格 元教員による保護者懇談

授業料
⽉ 38,000円〜
通所⽇数応相談

教材費 必要に応じて適宜
１冊 2000円程

施
設
名
楽笑フリースクール宝塚校

所 在 地 宝塚市寿町 9-10-2F

交通機関 阪急売布神社駅・中⼭観⾳駅
ＪＲ中⼭寺駅 各駅徒歩 13分

https://note.com/ishii_katsuma/n/nb98fc668b5a1/
katsuma.ishii@gmail.com TEL 0797-86-2321 FAX なし

代 表 者 ⽯井 克⾺ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2022年 4⽉ 1⽇の単発利⽤も可能なフリースクール。

宝塚市内に本部校以外に 6 つの分校があります（⼥⼦校もあり）
いつでも誰でも気軽に通える場所として当⽇朝の連絡でも出席で
きます。教科の学習指導、⾼卒認定受験、⼩中⾼⼤の受験勉強、農
作業、⽊⼯作業やボランティア、調理、様々なプロジェクト学習、
メタバース教室もあります。オンライン学習、個別学習も可能で
す。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
平⽇毎⽇

定  員 １⽇ 20名

在籍者数 1⽇ 5〜20名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ◎ ○ ○ ○ ○スタッフ 10名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

・ゲームやタブレットなどの持ち込みも OKです。
・パソコンでゲームづくりを勉強している⽣徒もいます。
＊フリーWi-Fi、電源あります。

授業料
10,000円

その他
1⽇ 1,000円
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施
設
名

不登校専⾨塾フォレスト
（フォレスト⾼等学院）

所 在 地 宝塚市⼭本東 3-10-1-1F

交通機関 阪急宝塚線 ⼭本駅 徒歩１分

https://forest-highschool.jp/free-school/
info@kobetsu-forest.jp TEL 0797-89-3897 FAX 0797-89-3958

代 表 者 安多 秀司 施設としての⽅針
設  ⽴ 2022年４⽉ 不登校専⾨塾フォレストは、様々な理由で学校を休みがちの中学⽣

を対象にしている学習中⼼のフリースクールです。勉強の習慣付けか
ら全⽇制⾼校の受験対策まで、幅広いニーズに個別対応しています。
⼀⼈ひとりに個別カリキュラムを組み、必要に応じて遡⾏学習も⾏い
ます。⼥性スタッフが 3名おり、⼥⼦も通いやすい環境です。
また、フォレスト⾼等学院（通信制⾼校サポート校）も併設してお

り、在籍する⾼校⽣が優しく話しかけてくれるなど、とてもアットホ
ームな雰囲気です。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
 ○ ○

運営⽇時 ⽕・⽔・⽊・⾦
11:00〜15:10

定  員 20 名

在籍者数 18 名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ △ △ 〇 △ 〇スタッフ
4名

（うち⼥性 3名）

費  ⽤

⼊会⾦
33,000円

●⼥性スタッフが常に在中しており、⼥⼦⽣徒も安⼼
●⺟体が個別指導塾のため、学習指導はバッチリ
●静かな雰囲気・環境で過ごしたい⼈に適しています。
●保護者と定期的に懇談を実施（年 3回）
●午前中（11時）から通学でき、⽣活リズムもつけやすい
●⼭本駅から徒歩 1分なので、とても通いやすい

授業料
⽉ 44,000円〜

運営管理費
毎⽉ 5,500円

施
設
名

⾥⼭スクール
所 在 地 川⻄市⿊川字中尾 264

交通機関 能勢電鉄妙⾒⼝駅 徒歩 35分

https://kurokawa-satoyama.jp/
info@kurokawa-satoyama.jp TEL 072-738-0107 FAX なし

代 表 者 藤⽥ 美保 施設としての⽅針
設  ⽴ 2022年 5⽉ ⾥⼭の⾃然を五感で感じながら、⾥⼭の"くらし"のたのしさを

体験することと、それぞれのすきなことや、やってみたいことに
挑戦できる第三の居場所。⼤⼈も⼦どもも対等で、共に⼀⼈の⼈
として⾃分らしくいることを⼤切にしています。学校の通常登校
と併⽤することが可能で、ダブルスクールという形も提案してい
ます。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○

運営⽇時 ⽔・⽊
10：00〜16：00

定  員 1⽇ 20名

在籍者数 1⽇ 10〜25名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

− ◎ ○ △ ○ △スタッフ 3名

費  ⽤

⼊会⾦ なし ・⾥⼭の⾃然と知恵を学べる体験（畑仕事、川あそび、⼭菜採り、
たき⽕、染め物、⼲し芋づくり、柿・栗・梅収穫、薪割など）

・⾃由なものづくり（裁縫、⽊⼯、料理、⼯作、絵画、編み物など）
・イベント企画運営

授業料
⽉〜24,800円

単発参加（1⽇）
4,000円
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施
設
名

学び舎 Cozy
所 在 地 三⽥市⾼次 2-5-4 MOOビル 202号

交通機関 ＪＲ・神⼾電鉄三⽥駅 徒歩５分

https;//www.ekiten.jp/shop_66411113/
cozy16sd@gmail.com TEL 079-556-7317 FAX 079-556-7317

代 表 者 村瀬 浩司 施設としての⽅針
設  ⽴ 2022年４⽉ ⾃分の意思を表現できるようになることを⽬標に取り組んでいま

す。学習の遅れや、進路を決められないことなどから起こるコン
プレックスをやわらげて、本当にやりたいことを表現できるよう
になるまでとなりでじっくり付き合います。また保護者間の情報
共有を密にして、孤⽴化を避ける気配りをしています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時 平⽇
10:00〜21:00

定  員 20名

在籍者数 14名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ○ ○ ○ ◎スタッフ １名

費  ⽤

⼊会⾦
38,500円

個別指導は
・⼊会⾦ 24,200円
・授業料 24,200円(中、⾼)

17,600円(⼩)

授業料
⽉ 33,000円

活動費
⽉ 10,000円

施
設
名

個別指導教室

Whole
所 在 地 三⽥市武庫が丘 3 丁⽬4 番地プチモール

交通機関 神鉄フラワータウン駅 徒歩 15 分

whole017.jp
sugimnm@yahoo.co.jp TEL 090-4495-4196 FAX なし

代 表 者 杉 ⿇奈未 施設としての⽅針
設  ⽴ 2017年 4⽉ ・勉強が特に苦⼿な⼦、学習時に特別なサポートが必要な⼦、不

 登校で学習に不安を感じている⼦を対象としています。
・完全 1 対 1 の授業で、その⼦に合った授業を考えながら進めて
 います。
・その⼦に合った⽬標を⾒つけ、なるべく進路の選択肢が広がる
 ように、⼒をつけていくことを⼼がけています。
・カウンセラー資格も所持しているので、⼼の⾯のケアにも気を
つけています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○

運営⽇時 ⽉〜⼟
14：00〜21：30

定  員 40名

在籍者数 35名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ − − ○ − −スタッフ 1名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

・完全 1 対 1 の授業
・保護者様とは、気になることがあればすぐに共有できるよう、細
かく連絡を取れるようにしています。

・カウンセラー資格を所有しているので、⼀般の⽅のカウンセリ
ングもしています。

授業料
⽉ 13,000 円

- 45 -



施
設
名

ひとやすみ（神⼾三⽥アウトドアビレッジ TEMIL）

NPO法⼈⽣涯学習サポート兵庫

所 在 地 三⽥市⽊器字南下⼭ 1226-10

交通機関 JR三⽥駅 ⾞で 15分

shosapo.jp
temilcamp@shosapo.jp TEL 079-569-1016 FAX 079-550-9035

代 表 者 理事⻑ ⼭崎清治 施設としての⽅針
設  ⽴ 2003年 3⽉ ・神⼾三⽥アウトドアビレッジ TEMIL（てみる）にて活動、合⾔

葉は「やってみる！」
・季節に応じた体験活動の中で⼩さな「できた！」を積み重ねるこ
とを⼤切にします。

・⼦どもたちの⼼に寄り添い安⼼して過ごせる場を提供します。
・活動を通して社会性やコミュニケーション能⼒をはぐくみます。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○

運営⽇時 ⽉・⽊・⾦のうち１⽇
10：00〜15：00（延⻑あり）

定  員 1⽇ ８名

在籍者数 13名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

△ ◎ ○ △ ○ ○スタッフ 2名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

・季節を感じられるクラフトやクッキング、森散策、⽊登りなどの
体験活動を通して、五感をはぐくみ、発達の⼟台を整えます。

・⽉に⼀度、保護者向けイベントを開催。クラフトやおしゃべり会
など、保護者同⼠の交流やリフレッシュを兼ねた居場所づくり
を⾏なっています。

授業料
1回 2,000円

参加費は年度で変動あり
HPをご確認ください

施
設
名

光の⼦ども

クリスチャンスクール
所 在 地 川辺郡猪名川町若葉 2-41

交通機関 阪急川⻄能勢⼝駅、ＪＲ川⻄池⽥駅
より送迎バス

http://gschikari.client.jp/index.html/
hikarinokodomosol@yahoo.co.jp TEL 072-766-1256 FAX 072-766-7639

代 表 者 ⻘⽊ 由美⼦ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2000年 4⽉ プロテスタント・キリスト教会が⺟体として運営しているフリ

ースクールです。聖書を⼟台とした⼈格教育を中⼼として、様々
な個性を育み、社会に貢献できる⼈材を送り出す働きをしていま
す。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
9:00〜16:00

定  員 120名

在籍者数 51名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ ○スタッフ 20名

費  ⽤

⼊会⾦
100,000円

中⾼⽣の英語・数学については、学齢別のクラス編成ではなく
習得度別に 6 クラスを開講し、⽣徒各⾃が現在の理解度に応じた
学習を進めることが出来るように配慮しています。

授業料
⽉ 33,000円

その他
施設使⽤料他
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施
設
名

フリースクール feel
⼤久保 ⼩久保Ⅱ

所 在 地 ⼤久保：明⽯市⼤久保町⼤窪 1557-8
⼩久保Ⅱ：明⽯市⼩久保 5-5-4

交通機関 ⼤久保：JR⼤久保駅 徒歩 13分
⼩久保Ⅱ：JR⻄明⽯駅 徒歩 10分

https://cocotoko.com/
(⼤久保)cocoro2017@zeus.eonet.ne.jp
(⼩久保Ⅱ)cocoro2021@zeus.eonet.ne.jp TEL ⼤久保：078-220-3234

⼩久保Ⅱ：078-223-1146 FAX ⼤久保：078-224-1023
⼩久保Ⅱ：078-223-1146

代 表 者 杉下 味⾹ 施設としての⽅針

設  ⽴ ⼤久保:2020年 7⽉
⼩久保Ⅱ:2021年 4⽉

●障害の有無に関わらず、⼦ども・保護者・関係者が気軽に相談でき、
⼼のよりどころになるような場所を提供します。
●個々のニーズに合わせて⽣活や学習に関わる相談や⽀援を⾏います。
●⼼⾝の居場所を提供することで⾃死予防に取り組みます。
●⼦どもたちが ①⾃分で考え、②⾃分で⾏動し、③⾃分のことに責任
を持つ⼒を育んでいけるよう、⼼⾝の成⻑をサポートします。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時 ⼤久保：⽕・⽊ 9:00〜12:00
⼩久保Ⅱ：⽔・⾦ 9:00〜12:00

定  員 各 10名程度

在籍者数
⼤久保：9名

⼩久保Ⅱ：14名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親の会

○ ○ ○ ○ ◎ ○
スタッフ ⼤久保：９名、⼩久保Ⅱ：９名

費  ⽤

⼊会⾦
15,000円

●通所が難しい場合、Zoom 等によるオンラインでの体験・訪問も承っております(初回
無料。交通費のみかかります)。
●精神⾯での困難さがあるお⼦さまにも対応いたします。箱庭やプレイセラピー、カウン
セリングも⾏っています。
●保護者の⽅への⾯談や、保護者同⼠の交流会も⾏います。
●臨床⼼理⼠・公認⼼理師・教員免許・保育⼠の資格を持ったスタッフが多数在籍してい
ます。
●放課後等デイサービスも⾏っております(受給者証が必要です)。
●学校園などに訪問して、お⼦さまへの⽀援や学校園の先⽣への相談・連携を⾏うことが
できます(受給者証または⾃費が必要です)。

授業料
１回 2,100円

体験料
1回 1,000円（3回まで）
⼦どもカウンセリング

3 回まで無料
4 回⽬以降 1 回 1000 円

施
設
名

トライ式中等部
⻄明⽯キャンパス

所 在 地 明⽯市松の内 2-1-6コーポ⼭⼝ 3F

交通機関 ＪＲ⻄明⽯駅 東⼝より徒歩約 4分

https://www.try-gakuin.com/freeschool/
try-gakuin-nishiakashi@trygroup.com TEL 078-927-5925 FAX なし

代 表 者 物部 晃之 施設としての⽅針
設  ⽴ 2010年 2⽉ ・不登校からの⾼校・⼤学進学をはじめとして、あらゆる⽣徒の進

路を切り開くべく、学⼒の向上はもとより社会で⽣き抜く⼒を
育む様々な⽀援を⾏っているのがトライ式中等部です。

・⽣徒⼀⼈ひとりの夢や⽬標の実現に向け、多種多様なサポート
を⾏っています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
9:00〜16:00

定  員 30名

在籍者数 10名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ −スタッフ 職員１名、講師 14名

費  ⽤

⼊会⾦
50,000円（税抜）

授業料は⽉額です。その他費⽤に設備費や⾏事運営費などがご
ざいます。ご不明点があれば、お気軽にご相談ください。授業料

40,000円（税抜）
その他
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施
設
名

学研 WILL学園
明⽯キャンパス

所 在 地 明⽯市本町 1-1-28 明⽯中村ビル 2F

交通機関 ＪＲ明⽯駅 徒歩約 5分
⼭陽電鉄明⽯駅 徒歩約 5分

https://www.willschool.net/
w-akashi@kame.co.jp TEL 078-939-3333 FAX 078-939-3379

代 表 者 ⻄⼭ 佳宏 施設としての⽅針
設  ⽴ 2022年 4⽉ ・2025 年 2⽉に同ビル２Ｆへ移転いたしました。

・不登校、発達障害、起⽴性調節障害、学⼒不振など、1⼈ 1⼈の
ペースに合わせてサポートし、学校では経験できないことも経
験してもらいながら「興味のあること・やりたいこと」を⾒つ

け、それに向けての準備をできる体制を整えています。
・英検・数検や化粧品検定、⾊彩検定など様々な資格習得に向けて
のサポートも実施しています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時
⽉・⽕・⽊・⾦
10:00〜17:00
⽔：11:00〜16:00

定  員 50名

在籍者数 29名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ○ ○ ◎ △スタッフ ５名

費  ⽤

⼊会⾦
24,200円

・１⼈１⼈の状況やペースに合わせて学習⾯、⽣活⾯をサポート
します。

・豊富なイベントを通じて仲間の輪を広げていきます。
・経験豊富なスタッフが１⼈１⼈親⾝にサポートします。
・集団授業、個別対応など様々なサポートが可能です。
・在宅コース・メタバース(オンライン)でのサポートも可能です。

授業料
総合コース(週 5)

⽉ 66,000円
選択コース(週 3)

⽉ 44,000円
その他
イベントなど実費

施
設
名

あかしフリースペース☆トロッコ
所 在 地 明⽯市天⽂町 1-4-12

交通機関 ⼭陽電鉄⼈丸前駅 徒歩３分

https://akashi-torocco.com/
135@akashi-torocco.com TEL 078-913-8003 FAX なし

代 表 者 代表理事 髙橋 令⼦ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2021年 9⽉ ・こどもたちそれぞれの⽣活リズムを尊重しながら、多様な個性

をもったこどもたちそれぞれのペースで、年齢をこえて交流で
き、安⼼して過ごせるよう努めます。

・こどもたちの話を聴き、こどもの⾔葉にならない想いを含めて
受け⽌めるなど、寄り添っていきます。

・活動は体験や表現を通しての多様な学びが中⼼ですが、学習⽀
援等にも対応します。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
9:00〜17:00

定  員 30名

在籍者数 40名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ○ ○ ◎ ○スタッフ 8名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

・【毎⽉の活動】お出かけ・⾷事づくり・理科実験・ボードゲーム・楽器演奏・ス
ポーツ等、みんなで相談しながら計画を⽴てて活動しています。

・【こども会議/週１回】こどもたちが中⼼となって、やりたいことや困りごと、
ルール等を話し合います。

・【オープントロッコ/⽉１回】どなたでも参加できる野外での遊び場「オープン
トロッコ」を明⽯公園またはパピオスあかしで実施しています。

・【おやカフェ/⽉２回】不登校のこどもの保護者が集い、お互いに悩みを共有で
きる「おやカフェ」を実施しています。

授業料
なし

その他
教材費等の実費負担あり
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施
設
名

フリースクールりんご
所 在 地 明⽯市⼤久保町駅前 1-10-23

住野ファーストビル 3階

交通機関 ＪＲ⼤久保駅 徒歩 5分

https://freeschoolringo.wixsite.com/freeschool/
free.sh.ringo@gmail.com TEL 078-937-0396 FAX 078-937-0397

代 表 者 藤⽥ 弘 施設としての⽅針
設  ⽴ 2020年３⽉ ・さまざまな理由で不登校になった⽣徒や引きこもりになった⼦

供たちが⾃信をもって社会に出ていけるようにサポートしま
す。

・放課後等デイサービス、通信制⾼校と連携し、将来の就労に向け
てサポートし、訪問看護ステーションとも連携してメンタルケ
アをおこなう。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽉・⽕・⽔・⾦
10:00〜14:00

定  員 15名

在籍者数 6名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ △ ◎ ○ ○ −スタッフ ３名

費  ⽤

⼊会⾦
100,000円（税別）

・eスポーツ（ゲーム）の活動を通して、コミュニケーション能⼒、
⾃⼰表現⼒、創作⼒、判断⼒などを⾝につけていく。

・通信制⾼校と連携し、⾼校卒業資格が取得できる。
授業料
⽉ 25,000円（税別）
その他

施
設
名

あかしフリースペースここのば
所 在 地 明⽯市⿂住町⻄岡 500-2

JA ﾄｰﾀﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ３階

交通機関 JR⿂住駅 徒歩 6分

https://www.akashikokonova.com/
s-akashi-s@brainhumanity.or.jp TEL 070-1550-6737 FAX なし

代 表 者 理事⻑ 松本 学 施設としての⽅針
設  ⽴ 2025年 1⽉ ■新しい仲間との出会い

⼩学⽣から⾼校⽣まで様々な学年の⼦どもたちが参加しています。⼀
緒に遊んだりすることを通して、コミュニケーションをとっていきま
す。

■⾃分で活動を決める
ここではカリキュラムはなく、スタッフと相談しながら、⼀⼈ひとり
が⾃分で過ごし⽅を決めていきます。

■⼀⼈ひとりに合わせた学習サポート 
年齢の近い⼤学⽣等がスタッフとして参加しています。勉強など苦⼿
なことも、個別でサポートしていきます。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
9：00〜17：00

定  員 30名

在籍者数 50名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ○ ○ ◎ ○スタッフ 28名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

■ここのば会議（こども会議）
ここのば内でのルールやイベントの開催など"⾃分たちのやりたい"を
⾃分たちで話し合って決めていきます。

■体験活動
季節のイベントや野外体験などを定期的に実施しています。
（例：万博⾒学、海洋イベント、遠⾜、クリスマス会等）

■おやのば （保護者交流会）
保護者同⼠の交流や相談の場を⽉ 1回開催しています。

授業料
なし

教材費等の
実費負担あり
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施
設
名

オルタナティブスクール

I'm
所 在 地 明⽯市南貴崎町５ー１７

交通機関 ⼭陽電鉄林崎松江海岸駅 徒歩１分

https://arinomama-im.com
alt.school.im@gmail.com TEL 070-4742-2402

078-223-7816 FAX 078-223-7816
代 表 者 堀 美⾹ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2024年 9⽉ ・⼦どもも⼤⼈も「ありのままで安⼼できる場」をめざし、得意を活か

し苦⼿は補い合う共創の学びを⼤切にします。
・開校⽇：⽉・⽕・⽊・⾦（週 4⽇）
・時間：午前中は学習時間を中⼼、午後はプロジェクト活動など
    ⾃由な時間
・学校復帰や少しずつ登校したい⽅向け：５⽇チケット制（3ヶ⽉有効）

48,000円もあり
・学習⽀援：希望者には**学研教室（⽕・⾦午前／別途料⾦）**を併設

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○

運営⽇時 9：00〜15：00

定  員 15名

在籍者数 12名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ◎ ○ ○ −スタッフ 4名

費  ⽤

⼊会⾦
22,000円〜

◎こどもカフェの運営（⽉ 1〜2回）
 接客・お⾦の管理・企画など、マネー教育や社会体験を実践。
◎ガーデンづくり（グリーンインフラ⼤賞受賞）
「⽣命が循環する庭」で命と環境を学び、⾃然とつながる場に。
◎プレゼン・発表の機会の充実
 ⾃分の考えを伝える⼒を育む活動が⽇常的にあります。
◎モーニングタイム（対話・コーチング）
朝の時間に「気持ちを話す」「他者と聴き合う」対話習慣を実践

◎保護者のカウンセリング・個別相談
 ⼦どもだけでなく、保護者の安⼼も⽀える体制
◎神⼾市・播磨町・稲美町など、市外からの通学も多数。

授業料
⽉ 56,000円〜

カウンセリング・コーチング
11,000（初回無料） 円

施
設
名

Ｆ.Ｓ.播磨⻄⾼等学院
加古川校 ⼩中等部

所 在 地 加古川市加古川町寺家町 656
101番館ビル 2〜4F

交通機関 ＪＲ加古川駅 徒歩５分

https://www.harimanishi.com/
info@harimanishi.com TEL 079-422-0549 FAX 079-451-6068

代 表 者 浅霧 みほ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2004年 4⽉ ・⼩中学校対象で、不登校傾向の児童⽣徒を受け⼊れる。

（居場所づくり）
・⼀⼈⼀⼈の児童⽣徒に⾃分で決めて実践する習慣を⾝につけさ
せ、⾃信回復につなげる。

・⼩中学校に報告書提出（⽉末）する。⾼校進学については、本
⼈、保護者の意⾒を尊重する。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○

運営⽇時 ⽊・⾦
9:30〜16:00

定  員 なし

在籍者数 7名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ○ ○ ◎ −スタッフ ２名

費  ⽤

⼊会⾦
20,000円

・体験期間 3ヶ⽉間は無料
・⼊学希望者は⼊学⾦ 20,000円
・1回 2,000 円（登校⽇）

授業料
1回 2,000円

体験期間あり
３ヶ⽉は無料
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施
設
名

ホームスクールこどり〜む
所 在 地 加古川市尾上町⼝⾥ 815-16

交通機関 ⼭陽電鉄浜の宮駅 南徒歩７分

https://kodoriimu.com/

info@kodoriimu.com TEL 080-4012-8392
080-4237-8392 FAX なし

代 表 者 ⾠⺒ 訓⼦ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2023年３⽉ 学校に通うことが難しい児童⽣徒が、安⼼して過ごしながら、⾃

分のペースで学びや社会的⾃⽴に向かう⼒を育むことを⽬的とし
ています。
本⼈の意思を尊重し、無理のない関わりを基本とし、保護者や関
係機関と連携しながらその歩みに寄り添います。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時 平⽇（⽔曜⽇を除く)
9:00〜15:00

定  員 30名

在籍者数 14名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ◎ ○ ○ ○ ○スタッフ ５名

費  ⽤

⼊会⾦
30,000円（⼀家族）

学習や体験活動、仲間づくりを通して、⾃分を知り、⼈と関わる⼒
を育んでいきます。
家庭と在籍校と情報交換を⾏い、⼦どもが安⼼して通える環境づ
くりに努めています。
中学校卒業後は、⾼校卒業資格取得を含む進路に関する相談⽀援
を⾏っています。

授業料
１回 〜4,000円
その他

施
設
名

トライ式中等部
加古川キャンパス

所 在 地 加古川市加古川町溝之⼝ 510-51平成ビル 3 階

交通機関 ＪＲ加古川駅 徒歩 3分

https://www.try-gakuin.com/freeschool/
try-gakuin-kakogawa@trygroup.com TEL 0794-58-2681 FAX なし

代 表 者 物部 晃之 施設としての⽅針
設  ⽴ 2010年 2⽉ ・不登校からの⾼校・⼤学進学をはじめとして、あらゆる⽣徒の進

路を切り開くべく、学⼒の向上はもとより社会で⽣き抜く⼒を
育む様々な⽀援を⾏っているのがトライ式中等部です。

・⽣徒⼀⼈ひとりの夢や⽬標の実現に向け、多種多様なサポート
を⾏っています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
9:00〜16:00

定  員 30名

在籍者数 16名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ −スタッフ 職員 1名、講師 18名

費  ⽤

⼊会⾦
50,000円

授業料は⽉額です。その他費⽤に設備費や⾏事運営費などがござ
います。ご不明点があれば、お気軽にご相談ください。授業料

40,000円
その他
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施
設
名

なみきテラス
並⽊学院⾼等学校加古川学習⽀援センター

所 在 地 加古川市加古川町本町 186-4

交通機関 ＪＲ加古川駅徒歩 15分
神姫バス「消防署前」停留所下⾞すぐ

https://campus.namikigakuin.ac.jp/campus/kakogawa/
namiki.kakogawa.restat@gmail.com TEL 079-456-8228 FAX 079-456-8227

代 表 者 ⻑川 明弘 施設としての⽅針
設  ⽴ 2024年 9⽉ ①本⼈・保護者と定期的に⾯談を実施して、⽣活⾯や⼼の健康等

アドバイスを施し、学校回帰を⽀援します。
②元教員による丁寧な学習⽀援を⾏います。
③ソーシャルスキルの向上を⽬指したレクリエーションや課外活
動を実施します。

④学校および福祉機関等との連携による⽀援を推進します。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
 ○  ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
10：00〜15：00

定  員 なし

在籍者数 10名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ △スタッフ 7名

費  ⽤

⼊会⾦
11,000円〜

・元教員による個に応じた学習⽀援活動
・加古川市消防本部との連携による防災体験学習やＡＥＤ講習
・⼤学関係者や専⾨学校等の協⼒による各種体験学習
・地元企業の協⼒による課外活動授業料

⽉ 22,000円〜
課外活動は実費

施
設
名

Gakken⾼等学院・中等部
加古川キャンパス

所 在 地 加古川市加古川町粟津 234 ｰ 7 セラサス加古川 3F

交通機関 JR加古川駅 徒歩 8分

https://gakuin.gakken.jp/freeschool/
gkg@sozogakuen.co.jp TEL 079-420-2777 FAX 079-420-7904

代 表 者 キャンパス⻑ ⻄村 加代⼦ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2025年 9⽉ Gakken ⾼等学院中等部は学研グループが運営するフリースクー

ルです。コーチング⾯談で時間割を決め、⾃分のペースで学習で
きます。学習内容はカスタマイズ可能で、対⾯やオンラインで興
味を広げる活動も充実。さらに他学年や先輩と協⼒するイベント
を通じて、仲間と挑戦しながら多くの体験と成⻑の機会を提供し
ます。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
 ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
9：00〜17：00

定  員 10名

在籍者数 2名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ △スタッフ 4名

費  ⽤

⼊会⾦
33,000円

・職業体験や写⽣、散歩などの豊かな実体験に
加え eスポーツでの交流もスタート。
多彩な活動を通じて、お⼦さまのありのまま
の輝きを応援します。
・右記の QRコードより中等部の活動をぜひ
ご覧ください。

授業料
⽉ 22,000円〜
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施
設
名

ふりーすてっぷ
所 在 地 加古川市野⼝町坂井 96-2

交通機関 ⼭陽電鉄別府駅 徒歩約 15分

https://freestep.kokoro-houkan.com
koharu2023houkan@gmail.com TEL 079-490-8597 FAX 079-490-8598

代 表 者 松井 幾夫 施設としての⽅針
設  ⽴ 2025年 6⽉ 「不登校」になるのは、⼦供たちの⾃⼰防衛策。何らかの様々な

理由で学校に⾏けなくなった⼦供たち。⼀⼈⼀⼈の思いを認め、
共感し⼼の休息の場、居場所になればと思います。⼼が元気にな
り、満たされ、⾃尊⼼をはぐくめるような⽀援をいたします。保
護者の⽅の⼾惑い、孤独感にも⼼から共感いたします。保護者の
⽅の⼼も健康になれますよう保護者会を開いたり、進路に関する
ご相談もお受けさせていただきます。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
10：00〜15：00

定  員 10名

在籍者数 18名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ○ ○ ◎ ○スタッフ 7名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

不登校に特化したフリースクール型の放課後等デイサービスで
す。平⽇の昼間に開所しているのが特徴です。同法⼈の訪問看護
ステーションと協⼒して、理学療法⼠、作業療法⼠、⼼理⼠、保育
⼠、教員など専⾨職が⼦供たちの特徴に合わせた専⾨的な⽀援を
しています。

授業料
なし

利⽤料⾦
所得に応じて負担
額が異なる

施
設
名

NPO法⼈ ころあい⾃然楽校
所 在 地 加古郡稲美町加古

交通機関 ＪＲ加古川駅から神姫バス七軒屋
下⾞徒歩 8分

https://www.koroaishizen.com/
eekoroai@gmail.com TEL なし FAX なし

代 表 者 ⼤江 佑⾥⼦ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2018年 9⽉ ・オランダのイエナプラン教育に習って授業を展開しており、⼦

どもの持つ主体性が尊重され、異年齢の関わりを通して互いに
学び合える環境です。

・⾃然養育を基本に、多様な考え⽅・違った意⾒を認め合い、対話
を通して学びを深める事を⼤切にしています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○

運営⽇時 ⽉・⽕・⽊・⾦
9:00〜14:30

定  員 20名

在籍者数 20名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ◎ ○ ○ ○スタッフ 4名

費  ⽤

⼊会⾦
58,000円

・⼦どもたちが主体となり計画し、対話的に深く学んでいくこと
に重点をおいています。

・毎⽇の⽇課は、教科ごとに区切られておらず、４つの基本活動
【対話、遊び、仕事（基礎学習）、催し（プロジェクト）】が循環
するように決められています。その中で、個別学習や共同学習
する時間があります。何かテーマを決めて学習する場合は、異
年齢で全員が納得するあり⽅を対話で学んでいきます。

授業料
⽉ 38,000円

その他
⾏事等実費負担
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施
設
名

⼀般社団法⼈
フリースクール S-BASE

１号店 ２号店

所 在 地 １号店：三⽊市平⽥ 1-3-3
２号店：三⽊市末広 2-4-12

交通機関 １号店：神⼾電鉄三⽊駅 徒歩１０分
２号店：神⼾電鉄三⽊駅 徒歩１分

https://wakuwaku-s-base.com/
s.base.free@gmail.com TEL 0794-86-0335 FAX 0794-86-0335

代 表 者 清⽔ ひとみ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2020年 6⽉ ・⾃分を好きになれる居場所作り

・様々な体験活動を通して、五感を⼤切にし、コミュニケーション
能⼒を養う。

・どんな⼩さな選択でも⾃分で決めることで、⾃分を軸に判断で
きる⼒をつける。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 毎週⽉〜⾦
10:00〜15:00

定  員 40名

在籍者数 27名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ 〇 ○ ○ ◎ ○スタッフ ５名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

・⽊を基調とした安⼼する空間を⼤切にしています。
・⼀⽇の過ごし⽅は基本⾃由ですが、様々な体験活動や学びの場
を提供しています。毎⽇のスケジュールを⾒て、⼦供たちは⾃
ら選択しています。

・居場所は、ゆっくり少⼈数で過ごす 1 号店と社会と繋がる活動
的な 2号店に分かれています。

授業料
⽉ 38,500円

昼⾷代３００円/⾷
課外活動費は実費

施
設
名

⼀般社団法⼈ほろいむ

サドベリースクールゆ〜ゆう
所 在 地 ⼩野市復井町 571

交通機関 ＪＲ⻘野ヶ原駅 徒歩 10分・バス

https://onoyuyusdb.studio.site/
onoyuyusdb@outlook.jp TEL なし FAX なし

代 表 者 多⿅ 結絆 施設としての⽅針
設  ⽴ 2023年 2⽉ ・⼦ども達の「やりたい！」という気持ちを原動⼒に、⽇々活動を

しています。
・⾃分たちでコミュニケーションを取ることで他の⼦ども達とのつな
がりをつくったり、保護⽝とのふれあいで癒されたりできる居場所。

・屋内外や隣接した畑での活動を通して、⾃分の可能性を⾒つけ
出します。

・通信制⾼校に通う⼦どものレポート制作をサポートします。『書き⽅
が分からない・・・』から『⾃分でできる』へ。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時
⽉〜⽊

9:00〜18:00
⾦：9:00〜16:00

定  員 30名

在籍者数 ８名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ ○スタッフ ２名

費  ⽤

⼊会⾦
10,000円

・⼦どもの理解度に基づいた学習時間を設けています。（学びタ
イム）⽉曜⽇〜⽊曜⽇ 16:00〜18:00/⾦曜⽇ 9:00〜16:00

・親の会。毎⽉第三⼟曜⽇ 10:00〜12：00開催/事前予約要
・毎⽉、多様なイベントを実施しています。ゆ〜ゆうに通ってい
ない⼦ども・保護者も参加できます。

授業料
⽉ 37,000円（保険料含）
回数券 27,000円/10回
1 ⽇ 3,000〜3,500円
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施
設
名

オルタナティブスクール 

SPROUT
所 在 地 加東市平⽊ 909

交通機関 ＪＲ相野駅 ⾞で１５分

https://sproutfreeschool.amebaownd.com/
sproutsarefree@gmail.com TEL 070-2231-4462 FAX なし

代 表 者 和⽥ 尚⼦ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2023年 4⽉ ⼦どもが主となる学び、⾃発的学習を⽀援。体験型学習を中⼼に

実際に体験させるアクティビティが豊富。動物（⽝とニワトリ）と
⾷育がスクールの真ん中にあり、⼦ども達はこの⼆つを通して⽣
きる為の計算や読む⼒を⾝に着けて⾏きます。毎⽇の活動で野⼭
を歩く事で体幹が整い、動物の世話をする事で⽣き物の温もりや
⼤変さ、命の事を学ぶ。薪で⽕を起こして同じ釜の飯を⾷べて、笑
ったり、喧嘩したりする中で社会性を⾝に着け、社会で⾃⽴して、
⾃信を持って⽣きて⾏く⼒を育みます。イギリス⼈スタッフと触
れる中で、英語への興味や学習への意欲も育みます。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○

運営⽇時 ⽉〜⽔
9:00〜15:00

定  員 １⽇ 10名

在籍者数 25名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ◎ ○ ○ ○ ○スタッフ ２名

費  ⽤

⼊会⾦
20,000円

・「⽇常」を過ごす事で、コミュニケーション能⼒を付ける。
・野⼭の散策で体⼒向上
・⾷べる意欲を育て、⾃分に⾃信を持って社会に出て⾏ける⼒を
育む。

・せっかく覚えた漢字、ひらがな、カタカナ、計算を使わない事
で忘れる事を防ぐ。新しい勉強よりは学習の後退を防ぐ事を優
先。

授業料
⽉ 27,000円〜

その他
昼⾷代、交通費等

回数券あり

施
設
名

森のフリースクール

ねっこぼっこ
所 在 地 多可郡多可町加美区熊野部 366

交通機関 ⾞

https://kokorone-taka.com/
kokorone_taka@yahoo.co.jp TEL 0795-20-2196 FAX なし

代 表 者 眞⽥ 佳那 施設としての⽅針
設  ⽴ 2023年 4⽉ ・カリキュラムやテストはなく、⼦どもたちの「やってみたい」を

体験する。
・⼦どもの興味・関⼼を中⼼に⾃主性を尊重しルールやテーマ、プ
ランを⼦どもと⼤⼈が話し合って決める。

・ねっこぼっこという社会（コミュニティ）の中で調和を図りなが
ら⾃分の⼼地よさを追求する。

・必要な学びはそれぞれ異なるため、⼦どもひとりひとりの個性
を尊重する。

・⾃分と向き合う時間と認められる安⼼感が得られる。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○

運営⽇時 毎週⽊
10:00〜14:00

定  員 15名

在籍者数 10名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

△ ◎ ○ ○ ○ △スタッフ 3名

費  ⽤

⼊会⾦
3,000円

⾃然豊かな多可町で、夏には川遊びをしたり、冬にはたき⽕をし
たり、畑仕事や登⼭など、⾃然と仲間と共に⽣きる⼒を育んでい
ます。

授業料
1回 3,000円

その他
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施
設
名

NPO法⼈ いまじん
所 在 地 姫路市⼤塩町 572-7

交通機関 ⼭陽電鉄⼤塩駅 徒歩 10分

http://npo-imagine.com/
kishi-roney@hera.eonet.ne.jp TEL 079-447-9508 FAX 079-227-4126

代 表 者 岸本 俊之 施設としての⽅針
設  ⽴ 2013年３⽉ ・⼦どもの権利条約にうたわれている｢⼦どもの最善の利益｣を⼤

切に、⼦どもと接します。
・保護者の不安と向き合い、相談に応じます。
・様々な活動を通して、スタッフや友だちと安⼼して楽しく過ご
せる場を提供します。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時 ⽕・⾦
13:00〜15:00

定  員 未定

在籍者数 2名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ ○スタッフ ３名

費  ⽤

⼊会⾦
10,000円

・教員免許をもった職員が個別に近い形で学習を⾒ている。
・学校と連携して必要に応じてフリースクール内でテストを受け
られる体制が整っている。

・通信制⾼校と提携しているため、⾼校卒業資格が取得できる。

授業料
⽉ 15,000円(⼩)
⽉ 20,000円(中⾼)
諸経費

⽉ 1,500円

施
設
名

Ｆ.Ｓ.播磨⻄⾼等学院
姫路校 ⼩中等部

所 在 地 姫路市本町 68-170 ⼤⼿前第１ビル ２F

交通機関 ＪＲ姫路駅 徒歩 10分

https://www.harimanishi.com/
info@harimanishi.com TEL 079-223-3334 FAX 079-223-3372

代 表 者 井上 千瑞 施設としての⽅針
設  ⽴ 2004年４⽉ ・⼩中学校対象で、不登校傾向の児童⽣徒を受け⼊れる（居場所

づくり）。
・⼀⼈⼀⼈の児童⽣徒に⾃分で決めて実践する習慣を⾝につけさ
せ、⾃信回復につなげる。

・⼩中学校に報告書提出（⽉末）する。⾼校進学については、本
⼈、保護者の意⾒を尊重する。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○

運営⽇時 ⽊〜⾦
9:30〜16:00

定  員 なし

在籍者数 ３0名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ○ ○ ◎ −スタッフ ５名

費  ⽤

⼊会⾦
20,000円

・体験期間 3ヶ⽉間は無料
・⼊学希望者は⼊学⾦ 20,000円
・1回 2,000 円（登校⽇）

授業料
1回 2,000円

体験期間あり
３ヶ⽉は無料
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施
設
名

ＮＰＯ法⼈ 京⼝スコラ
フリースクール

所 在 地 姫路市京⼝町 105

交通機関 ＪＲ京⼝駅 徒歩２分

https://www.kyouguchi-cc.co.jp/newpage1.html/
suda@kyouguchi-cc.co.jp TEL 079-222-3148 FAX なし

代 表 者 ＮＰＯ法⼈
理事⻑ 須⽥ 泰司 施設としての⽅針

設  ⽴ 1986年４⽉ ・⼈間⼒を育てます。
・⼈を信じる勇気、友を愛する勇気、夢を⽣きる勇気が持てるよ
うに体験・経験を通じて共に育てていきます。

・利⽤者にとっての認識⼒と関係⼒を育てていきます。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽕〜⼟
10:00〜18:00

定  員 30名

在籍者数 ８名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ○ ○ ◎ ○スタッフ ７名

費  ⽤

⼊会⾦
10,000円

・学習能⼒を向上させます。
・⾝体感覚を向上させます。
・好奇⼼を持って、五感を刺激して、それをコトバにして、初め
て体験となるため、⾏動、活動も重視しています。

授業料
⽉ 50,000円

その他
利⽤者の状況に応じて相談

施
設
名

トライ式中等部
姫路キャンパス

所 在 地 姫路市駅前町 254 姫路駅前ビル 5F

交通機関 ＪＲ姫路駅 徒歩３分
⼭陽電鉄⼭陽姫路駅 徒歩２分

https://www.try-gakuin.com/freeschool/
try-gakuin-himeji@trygroup.com TEL 0792-57-2050 FAX なし

代 表 者 物部 晃之 施設としての⽅針
設  ⽴ 2010年 2⽉ ・不登校からの⾼校・⼤学進学をはじめとして、あらゆる⽣徒の

進路を切り開くべく、学⼒の向上はもとより社会で⽣き抜く⼒
を育む様々な⽀援を⾏っているのがトライ式中等部です。

・⽣徒⼀⼈ひとりの夢や⽬標の実現に向け、多種多様なサポート
を⾏っています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
9:00〜16:00

定  員 50名

在籍者数 20名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ −スタッフ 職員 1名、講師 18名

費  ⽤

⼊会⾦
50,000円（税抜）

授業料は⽉額です。その他費⽤に設備費や⾏事運営費などがござ
います。ご不明点があれば、お気軽にご相談ください。授業料

40,000円（税抜）
その他

- 57 -



施
設
名

合同会社ハシュアール

放課後等デイサービス かみふうせん
所 在 地 姫路市北条永良町 186

ストーンヒルズ 101号室

交通機関 ＪＲ姫路駅 ⾞８分、ＪＲ東姫路駅 ⾞６分

https://www.kamifuusenn.com/
hasy.r24@gmail.com TEL 079-228-5947 FAX 079-244-1226

代 表 者 ⽵内 浩樹 施設としての⽅針
設  ⽴ 2020年 8⽉ ・発達障害やその傾向のある⼩・中・⾼校⽣を対象にソーシャル

スキルトレーニング（SST）を中⼼とした療育を⾏っています。
・個別〜⼩集団でさまざまな活動を⾏っています。お⼦様の発達
段階や特性、性格、お⼦様同⼠の相性などを考慮したプログラ
ムを考えて実施しています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時 平⽇
13:00〜20:15

定  員 10名

在籍者数 35名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ − ○ ○ ◎ −スタッフ ８名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

不登校については、学校や保護者と連携を⾏い、情報を共有し担
当者会議を⾏い今後の⽅針を決めていきます。授業料

１割⾃⼰負担
その他

施
設
名

株式会社さんぽ道

放課後等デイサービス すとっく
所 在 地 姫路市東延末 1丁⽬ 24 Fビルハイツ 203

交通機関 ＪＲ姫路駅 徒歩 7分

http://stock-himeji.com/
stock.himeji@sanpo-michi.co.jp TEL 079-287-9512 FAX 079-287-9513

代 表 者 川島 卓也 施設としての⽅針
設  ⽴ 2018年 7⽉ 学習⽀援に関しては学⼒・成績を⾼めることだけではなく、勉強

に向き合う姿勢や先⽣への質問⽅法について助⾔・サポートを⾏
っています。また、⾏動のとっかかりが本⼈意思となるようなき
っかけを提供しつつ、本⼈の⾃⼰決定を待つ姿勢を念頭に置いた
⽀援を⾏っています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時 平⽇ 13:00〜19:15
休⽇ 10:00〜16:15

定  員 10名

在籍者数 34名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

△ ○ ○ △ ◎ △スタッフ ７名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

また、外出イベントに⼒を⼊れており、バスや電⾞といった公共

交通機関を⽤いての移動を中⼼に計画・実施しています。外出の

経験を増やすだけでなく、⾏動範囲の幅を広げます。

授業料
⾃⼰負担１割

おやつ代
１⽇ 50円
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施
設
名

NPO法⼈新教育推進協会

セイカ学園中等部 姫路校
所 在 地 姫路市北条⼝ 2-18宮本ビル 3階

交通機関 ＪＲ姫路駅 徒歩５分
⼭陽電鉄⼭陽姫路駅 徒歩６分

https://wesc.or.jp/fs/seika1
fs-seika@seika-edu.jp TEL 050-3733-2278 FAX 079-284-6435

代 表 者 案浦 幹雄 施設としての⽅針
設  ⽴ 2018年 7⽉ ・通信制⾼校と併設しており、年齢の異なる者との活動を通じて社会

性を育みます。
・⾮認知能⼒（数字で評価できない能⼒）に不可⽋なコミュニケーシ
ョン⼒、協調性、社会性の向上を図るためにアナログゲーム（トラン
プ、オセロ、⼈⽣ゲームなどのボードゲーム）を実施し、友達づくり
をします。⽂章を読む⼒を向上させるためのビジョントレーニングや
数学や空間認知を⾼めるためのワーキングメモリトレーニングなど
療育に関することも実施しています。漢字パズルやクロスワードを使
った語彙⼒の向上や迷路や積み⽊の数を数えることで空間認知⼒も
⾼めています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
10:00〜17:30

定  員
15名

主として中⾼校⽣が対象
(⼩学 4年⽣から利⽤可)

在籍者数 ４名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ○ ○ ◎ △スタッフ ３名

費  ⽤

⼊会⾦
18,000円

教員免許保持者や教育カウンセラーと⼀緒に⼩・中学校の内容を中⼼
に楽しく学びます。兵庫県内には神⼾にも放課後等デイサービス「ア
ンの家神⼾」があります。また「明⽯⼟⼭」「⼤阪梅⽥」「京都伏⾒」
でも「セイカ学園中等部」という名称でフリースクールを実施してい
ます。姫路校以外の問い合わせは全て 050-3733-1028（⼀般社団法⼈
教育・福祉⽀援認定協会）までお願いします。

※放課後デイサービスアンの家姫路から記載施設名変更（R7.3）

授業料
1回 3,000 円×5 回分のお試しチケットあり
⽉額制は週 2回まで 28,000 円。（午前か午
後の 2 時間 30 分までの利⽤）
プログラミング講座は別途オプション費⽤
が必要

施
設
名

放課後等デイサービス Rocket
所 在 地 姫路市東辻井 3-3-10-103

交通機関 神姫バス宮ノ⾕ 徒歩１分

https://theuniverserocket.wixsite.com/mysite-1/
theuniverse.rocket@gmail.com TEL 079-299-6910 FAX なし

代 表 者 河内 光 施設としての⽅針
設  ⽴ 2016年 12⽉ Do all the good you can.

By all the means you can.
In all the ways you can.
At all the times you can.
To all the people you can.
As long as you can.

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時 平⽇・第 2、４⼟
14:00-18:15

定  員 １⽇ 10名

在籍者数 21名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ −スタッフ ５名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

中学校、⾼等学校の教員経験者がスタッフとして在籍しており、
各学校との連携強化を実施。

通信制⾼等学校との連携を図り、⾼等学校卒業資格獲得を⽬指す。

授業料
⽉ 〜37,200円

その他
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施
設
名

アットスクール姫路教室
フリースクール「H-COLORS」

所 在 地 姫路市飾磨区阿成⿅古 337-2

交通機関 ＪＲ姫路駅から⼭陽飾磨駅⾏バス A コープ⾼浜店前 徒歩３分
⼭陽電鉄飾磨駅・妻⿅駅 約徒歩 2０分

https://www.at-school.jp/himeji/
himeji@at-school.jp TEL 079-240-6610 FAX 079-243-3101

代 表 者 兼⽥ 信弘 施設としての⽅針
設  ⽴ 2022年７⽉ ・アットスクールは、独⾃の⾃⽴を考えるプログラムをもってお

り、ISSP（認知特性に合わせた学習や⾏動の指導計画書）を作
成し、保護者とお⼦さまをサポートしている。

・発達障がいやグレーゾーンといった特性をお持ちのお⼦さまへ
の学習⽀援の⽅法を塾としては完全 1対 1対応している。個別
指導とフリースクールを併⽤し、学習⾯、⽣活⾯におけるサポ
ートも充実させている。

・学校に⾏けない、⾏きたくない⼦どもたちの安⼼の居場所であ
り、学びの場を提供している。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
10:00〜15:00

定  員 10名

在籍者数 ３名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ △ ○ ○ ○ ○スタッフ ２名

費  ⽤

⼊会⾦
22,000円

・特別⽀援の専⾨家が保護者カウンセリング対応。
・WISCの⼼理検査が当スクールでできる
・⼦どものリクエストに応じて、学習以外に⼯作や調理活動（⻑
期休業にはゲーム⼤会）など取り⼊れて仲間とのかかわる機会
を作っている。

授業料
1回 2,500円
4 回分前納振込

10,000円（教材料別途）

施
設
名

フリースクールのら
所 在 地

姫路市書写 915（書写店）
姫路市⼑出 517番地 4（⼑出 2号店）

交通機関 ＪＲ姫路駅より神姫バス書写郵便局前 徒歩 9分（書写店）
ＪＲ姫路駅より神姫バス⼑出 徒歩 5分（⼑出２号店）

https://freeschoolnora.com/
freeschoolnora@gmail.com TEL 090-1913-0171 FAX なし

代 表 者 坂本 邦江 施設としての⽅針
設  ⽴ 2024年 3⽉ ・「個々に⾃分らしく⾃⽴して⽣きる」を理念に、それぞれの個性

をのばし、社会的⾃⽴と得意と好きをのばす探求活動を⾏いま
す。

・無農薬有機栽培の野菜作りや⾷育を⾏います。
・活動内容は⼦供たちが⾃分で考え、季節の⾏事やイベントなど
を企画、運営します。

・⼩学校 1年⽣〜20 歳の異年齢の⼦供たちが⼀緒に活動すること
でコミュニケーション能⼒を育みます。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 毎週⽉・⽕・⽊・⾦
10:00〜16:00

定  員 １⽇ 30名

在籍者数 15名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ◎ ○ ○ ○ ○スタッフ ７名

費  ⽤

⼊会⾦
10,000円

・海外の⽅との交流やキャンプ、⾃然体験、マルシェ出店、イベン
ト企画、アート作品など多くの体験を通して⼦供たちそれぞれ
の「好き」「得意」「ワクワク」を深めます。

・保護者向けの親の会や親⼦イベントを⾏います。
・⾃宅までの送迎を⾏います。(⽚道 10キロ以内、⽚道 1回 500
円/上限 10,000円)

授業料
回数制上限 38,000円
体験５回（１回⽬無料）
2〜5 回⽬ 3,000 円/回
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施
設
名

ケンブリッジインターナショナルスクール

みかえる
所 在 地 姫路市南⾞崎 1丁⽬ 6-14

交通機関 JR姫路駅徒歩 20分、⾞ 5分

https://michael-himeji.jp/
cambridge.itn.michael@gmail.com TEL 079-228-6784 FAX 079-227-5562

代 表 者 学園⻑ 平井 幾⼦ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2024年 2⽉ ・英語を通した国際教育。

・⼀⼈ひとり異なる個性や能⼒、主体性を尊重し、「愛」をもって
学びをサポート。

・少⼈数制による年齢混合クラス。
・「ペンは剣よりも強し」どんな⼒にも屈することのない学問、⾔
論の優位を信じ、安直浮薄に流されることのない、⼒強い⼼構
えの基礎を学園⽣活の中で培っていく。

・私⽴中学受験、海外留学にも対応。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○

運営⽇時 平⽇
8：30〜17：00

定  員 20名

在籍者数 10名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ ○スタッフ 6名

費  ⽤

⼊会⾦
125,000円

毎年恒例イベントとしてピクニック、七⼣フェス、ハロウィーン
フェス、クリスマスフェス、イチゴ狩り、ボーリングフェス、ミュ
ージックフェスなど楽しいイベントを開催します。少⼈数制なの
で、先⽣と⼦ども達の距離が近く、みんな仲良くなれます。
・外国⼈（多国籍）先⽣との異⽂化交流で⽇本以外の⽂化も学べま
す。希望者は短期海外留学に参加したり、オンラインでイギリス
交流をします。

授業料
⽉ 55,000円

週 1 回 35,000 円〜
課外活動費は実費

施
設
名

姫路市フリースクール＆フリースペース 
Second House

所 在 地 姫路市北平野 3丁⽬7-22

交通機関 神姫バス平野⻄⼝

https://secondhouse.hp.peraichi.com/
secondhouse.himeji@gmail.com TEL 080-6437-3089 FAX なし

代 表 者 ⽵⽥ 知与 施設としての⽅針
設  ⽴ 2023年 9⽉ 学校で疲れた時、家庭内で上⼿くいかない時にちょっとひと休み

できる休憩所。｢ありのままの⾃分でいいんだよ｣安⼼とぬくもり
のなかで個性が花開く居場所を⽬指し、義務教育期間だけでなく
社会に出てからの⼈⽣をより豊かに感じられる為の活きる学びを
⼤切に、まずは現代社会を｢⽣き抜くチカラ｣を育み⼼の⼟台をつ
くることを⽬指しています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
9：00〜18：00

定  員 30名

在籍者数 11名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

△ ○ ○ ○ ◎ ○スタッフ 3名

費  ⽤

⼊会⾦
5,000円

⼦ども達の“やってみたい！"を達成するためのサポート体制を取
りながら、昼⾷作り・買い出し・公園・各種イベント・作品づくり・
校外学習(科学館・USJ・ネスタ etc...)職業体験・マルシェ出店・英
会話・パン作り・神社のお話会・⾳楽など、様々なジャンルに挑戦
しています。

授業料
⽉ 33,000円

1⽇利⽤ 3300円
その他活動費は実費
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施
設
名

ドリームモンキーズ
アカデミー

所 在 地 姫路市⻄庄⼄ 126

交通機関 姫路駅から⾞で 10分、播磨⾼岡駅から⾞で 5分

https://osaruarena.fun/freeschool/
h.kuwahara@osarunomori.com TEL 0120-569-463 FAX なし

代 表 者 桑原 寛 施設としての⽅針
設  ⽴ 2024年 12⽉ ・本施設は、学校に通うことが難しくなった、または集団的な学びの場に馴染みにくさを

感じている児童⽣徒が、安⼼して過ごせる居場所を提供することを⽬的としています。
・児童⽣徒⼀⼈ひとりの⼼⾝の状態や背景を尊重し、無理に登校や学習を強いることなく、
安⼼できる⼈間関係の中で⾃⼰肯定感を育むことを⼤切にしています。

・また、結果やスピードを求めるのではなく、児童⽣徒が⾃分のペースで前に進めるよう、
必要なときに寄り添いながら⽀援を⾏います。

・本施設は、家庭・学校・関係機関と連携しながら、児童⽣徒が将来的に⾃⽴した進路選
択ができるよう伴⾛型の⽀援を⾏う⺠間教育施設です。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○

運営⽇時 ⽕・⾦
10：00〜15：00

定  員 5名

在籍者数 4名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ○ ○ ◎ −スタッフ 5名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

・本施設では、児童⽣徒⼀⼈ひとりの状態に応じて、安⼼して過ごすことを最優
先とし、「何もしない時間」や休息の時間も尊重しています。

・学習⾯では、基礎学⼒の定着を重視し、画⼀的なカリキュラムではなく、理解
度や⽣活リズムに合わせた個別対応の学習⽀援を⾏っています。

・また、対話を中⼼とした関わりや、⾝体を動かす活動、体験的な取り組みを通
して、⾃⼰肯定感や他者との関係性を少しずつ育てていきます。

・今後は、通所が難しい児童⽣徒に対しては、オンラインを活⽤した少⼈数での
伴⾛型⽀援を⾏い、学びや⼈とのつながりが途切れないよう配慮していく予定
です。

授業料
⽉ 7,000〜30,000円
週 1回：17000円、
週２回：30000円

施
設
名

GO Lab.
所 在 地 姫路市飾磨区英賀清⽔町２丁⽬９ー４

交通機関 JR英賀保駅 徒歩 12分

https://golab-qubel.com/
golabqubel@gmail.com TEL 080-4642-6653 FAX なし

代 表 者 ⼋幡 峻平 施設としての⽅針
設  ⽴ 2024年 4⽉ ⼦どもたちの「好き」が⾒つかるような環境づくりを徹底してい

ます。また、⼦どもたちが主役の場作りに努めています。⾃律を
軸に、細かなルールなどで管理する体制ではなく、ルールも⼦ど
もたちが話し合って決めます。⼤⼈も⼦どもも同じ⼀票をもち、
全員が過ごしやすい場所となるためにはどうすれば良いかを⽇々
考えて⽣活するようにしています。基本的には「⾃由な」環境で
⼦どもたちは過ごしています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○

運営⽇時 ⽉曜⽇から⾦曜⽇

定  員 10名

在籍者数 5名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ◎ ○ ○ ○ △スタッフ 9名

費  ⽤

⼊会⾦
13,860円

・時間割はありません。過ごし⽅は⾃分で毎⽇決めます。
・昼⾷やおやつは、⼦どもたちがメニュー決め、買い出しから調理まで
します。

・外出をしたり、⼿を動かしたりしながら、アナログな体験を重視した
過ごし⽅をしています。

・多様な⼤⼈が関わり、様々な選択肢を⼀緒に準備、あるいは、探しま
す。

・看護師やカウンセラーなどのサポート体制も整っています。

授業料
⽉ 11,025円〜

諸費、保険代、昼⾷材料費
2650円〜
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施
設
名

⼀般社団法⼈デモクラティックスクール

まっくろくろすけ
所 在 地 神崎郡市川町坂⼾ 592

交通機関 ＪＲ⽢地駅 徒歩８分

https://makkuro20.jp
makkuro.info@gmail.com TEL 0790-26-1129 FAX 0790-26-1129

代 表 者 ⿊⽥ 喜美 施設としての⽅針
設  ⽴ 1997年 4⽉ ・「コミュニケーション能⼒」「協調性」「社会性」「責任感」といった

集団⽣活に必要なことを⾝に着けていきます。
・⾃分の好きなこと・やりたいことをしています。（⾃主性・主体性
の尊重）

・⼦ども達が遠⾜や⾏事を提案して作っていけます。（基本、⾃由参加）
・校則作りはもちろん、学費額・⼤⼈の雇⽤・開校⽇数や時間などの学
校に関することはミーティングで話し合い、⼦どもたちが決めていき
ます。

・クラス分けはなく、いろんな年齢の⼦たちが⼊り混じり、学び合いま
す。

受⼊校種

⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○
本⼈が希望し、在校⽣が受け
⼊れ可能と判断した⼦

運営⽇時 ⽉〜⽊
9:50〜17:45

定  員 50名

在籍者数 ⽣徒 28 名・不定期 19 名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ◎ △ ○ △スタッフ 7名

費  ⽤

⼊会⾦
10,000円

・中でも外でも思いっきり遊べる！！
900坪の敷地の中に庭に⼤きなトランポリン、バスケットゴー
ルなどが、室内にはドラムやギター、美術コーナーなどがある
んだ。

・ゲームも漫画も OK！
・⼦どもも⼤⼈も誰もが対等なんだ。
年齢や⽴場による上下はないよ。

授業料
年 120,000〜264,000 円

（所得による）
不定期 1 回 2,200 円
遠⾜など実費

施
設
名

フリースクールTOIRO
所 在 地 豊岡市⽇⾼町⽇置 38-1

交通機関 ＪＲ江原駅 徒歩３分

https://toiro2020.jp/
info@toiro2020.jp TEL 080-6095-3734 FAX なし

代 表 者 宇野 暢哲 施設としての⽅針
設  ⽴ 2020年 6⽉ “興味関⼼のある事柄”に“主体的に取り組む”経験が「⼈⽣の中で⽣

涯続く学び」だと考え、⼦ども時代にそういった経験を積み重ね
ることが、将来社会に出て、⾃分の⼈⽣を⽣きていく上で重要だ
と考えます。それぞれの個性に向き合い、⼀般的という⾒かたや
年齢で判断せず、「他者の個性を認め、⾃分軸を持って⾃⾝の⼈⽣
を切り開く事ができる」そんな⼈が育つ場所である事を⼤切にし
ています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 平⽇
8:30〜15:30

定  員 20名

在籍者数 15名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ○ ○ ◎ ○スタッフ 5名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

それぞれがその時の興味ある事柄にトコトン向かい、調べ、⾏動
し、経験を積み、探求し、時に同じ価値観の仲間と相談・コミュニ
ケーションを取ることで、⼈と繋がりながら⾃分らしく⽣きるこ
とを学んでほしいと考えます。

授業料
⽉ 38,000円

ビジター利⽤
1回 3,500円
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施
設
名

ミチル国際学院
所 在 地 豊岡市千代⽥町 11-32 ⻄村屋ビル 2階

交通機関 豊岡駅

mitiru.org
info@mitiru.org TEL 0796-37-8730 FAX なし

代 表 者 権 基（コン ハジメ） 施設としての⽅針
設  ⽴ 2025年 4⽉ 本校は、⼩中学⽣を対象としたフリースクールと⾼校⽣向けの通

信制⾼校サポート校を併設し、⼀⼈ひとりの個性と可能性を⼤切
にした教育を提供しています。ICT を活⽤した個別最適化学習、
職業体験プログラム、グローバル教育など、独⾃のカリキュラム
を通じて、⽣徒たちの「⾃⼰実現」をサポートします。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時 9：30〜15：00

定  員 15名

在籍者数 5名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ △スタッフ ２名

費  ⽤

⼊会⾦
50,000円

何よりもまず、⼼理的安全性の確保を優先しています。「ここにい
てもいいんだ。」「なんとなく安⼼できる。」という気持ちを持てて
から、成⻑へのアプローチが始まり、⼀⼈⼀⼈に合った「⾃⼰最適
型」学習を⾏います。どんなことでも「やってみたい」をサポート
します。

授業料
⽉ 38,500円

課外活動費は実費

施
設
名

まめの⽊
所 在 地 丹波篠⼭市垂⽔ 421-2

交通機関 ＪＲ篠⼭⼝駅 ⾞ 30分、⾃家⽤⾞

https://ciao-sasayamaschool.ssl-lolipop.jp/sasayama-freeschool/
mamenokisasayama@gmail.com TEL 090-8210-8317 FAX なし

代 表 者 ⻄村 源 施設としての⽅針
設  ⽴ 2016年 8⽉ まめの⽊は、⼦どもたちが⾃分の⼼と体の声に⽿を傾け、⾃ら選択し、

⾏動できる⼒を育むことを⼤切にしています。⾃由な環境の中で仲間
と関わりながら、⾃分のペースで学び、成⻑していく場です。
また、「好き」をとことん追求できる時間と空間を提供し、夢中にな
れる経験を重ねることで、⼦どもたちが⾃分らしく⽣きる⼒を養いま
す。
何よりも、⼦ども時代を思いっきり楽しみ、幸せを感じられる場所で
あること。それがまめの⽊の⽬指す姿です。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽉・⽕・⽔

定  員 20名

在籍者数 10名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ◎ ○ ○ ○ △スタッフ ３名

費  ⽤

⼊会⾦
10,000円

・多彩な動物とのふれあい環境：⽺、鶏、鴨、⽝、猫など、様々な動物と共に過
ごし、⾃然とのつながりを感じられる空間です。

・年間を通じた実践型ワークショップ：畑作業、動物の世話、⾷品加⼯など、⽇
常⽣活に根ざした体験学習を頻繁に実施しています。

・職業体験プロジェクト：⽉に⼀度、飲⾷店の営業を⾏い、実際のサービス業務
や経営の現場を体験する機会を提供しています。

・地域との連携イベント：パルクールや⾳楽イベント、⾞いすバスケット体験な
ど、スクール外で⼀般向けの多彩なイベントを開催し、地域との交流を促進し
ています。

授業料
20,000円

回数券
11回 35,000円

- 64 -



施
設
名

PINEAPPLE SCHOOL
所 在 地 丹波篠⼭市今⽥町下⼩野原 46-4

交通機関 ＪＲ篠⼭⼝駅 ⾞ 20分

https://pineapple-school.net
welcome@laluche.net TEL 079-564-4192 FAX なし

代 表 者 松本 緑 施設としての⽅針
設  ⽴ 2023年 4⽉ 愛されること、⼤事にされること、待ってもらうこと。

押さないで、引っ張らないで⾒守られること。
⼦どもの時代はもっともっと⼦どもだけのものであらねばならな
いと思うのです。
家庭や学校から消えかかっている⼀番⼤事なものを取り戻した
い。
だから私たちは PINEAPPLE SCHOOL を開校します。
PINEAPPLE SCHOOL は⼦どもたちの⼼を育む学校です。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時 平⽇（⽊以外）
10：00〜14：30

定  員 10名

在籍者数 0名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

〇 ◎ 〇 〇 〇 〇スタッフ 3名

費  ⽤

⼊会⾦
30,000円

約 1 万 3200 平⽅㍍の広⼤な雑⽊林の中で⾃然と触れ合い、屋内
では機織りや楽器、パソコン、3Dプリンターなどによるものづく
りなど、さまざまな体験活動ができる設備を整え、⼦どもたちの
⾃発的な学びを⾒守る。授業料

⽉ 28,000円
回数チケット(⽉５回以上の場合)

7,000円

施
設
名

ふえっこ楽校
所 在 地 丹波市⼭南町⾕川 2787-1

交通機関 お⾞または電⾞ 最寄り駅 ⾕川駅

https://fuekko.org/
magocorono.tane@gmail.com TEL 090-8607-9838 FAX なし

代 表 者 清⽔ 真有⼦ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2021年４⽉ ・⾥⼭の中でのフィジカル⾯を鍛える遊びや農作業を通じて、圧

倒的な運動量、また⾃然の中での感覚を研ぎ澄ますことで個々
の感性を伸ばすことを⽬的としたカリキュラムで構成してい
ます。

・イベント⾏事が多数あることと、森のようちえんふえっことの
幼少連携によって異年齢共育活動を⾏っています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○

運営⽇時 平⽇ ⽕〜⾦

定  員 15名

在籍者数 ９名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

〇 ◎ ○ ○ ○ ○スタッフ ２名

費  ⽤

施設利⽤料
年 10,000円

・⽕曜〜⾦曜の週４⽇ 9 時〜15 時（８時に⼭南住⺠センター
に集合し、集団登校。下校は 15時に学校をでて、16時解散）
※⼩学校⾼学年以上は 15時〜17時の放課後活動有り

・10 歳以上の⼦どものなかでリーダー（学校運営に携わる）を
選出し、ともに学校を運営してく（⽴候補→⾯接にて決まる）
中学⽣は特別カリキュラムとして週２回の職業体験を実施。仕
事とはなにかをしり、社会活動のベースを作ります。

・リーダー合宿、歩⾏祭、マルシェ開催などイベントにおいて友
達とチャレンジすることが多いです。

・希望制で週⼀回の学習の時間を設けています。

活動費
⽉ 20,000円（1⼈⽬）
15,000円（2⼈⽬）
保険料 年 800円
NPO会費年 3000円
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施
設
名

こども発達⽀援

Co-Coテラス
所 在 地 丹波市柏原町柏原 5216

交通機関 JR柏原駅 徒歩８分

https://www.co-co-terrace.link/
coco-terrace@asahinet.jp TEL 0795-88-5623 FAX 0795-88-5624

代 表 者 代表取締役  中島 博太郎 施設としての⽅針
設  ⽴ 2023年 4⽉ 〇障がい児通所⽀援事業所の認可を受け、「できた」が笑顔と⾃信

になる！の理念に基づき運営。
・お⼦様やご家族とパートナーシップでつながり、より⾃分らし
くより⽣活しやすい居場所を創ります

・お⼦様に本来備わっている⼒を確かなアセスメントと⼼と⾝体
に働きかける多彩なプログラムで楽しみながら拓き、⽣きる⼒
の⼟台を築きます。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
13：00〜17：00

定  員 10名

在籍者数 40名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ ○ ○ ○ △スタッフ 10名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

視機能を⾼めるビジョントレーニング、認知機能を⾼めるコグニ
ッショントレーニング、体幹づくりの感覚統合運動等で、発達の
基礎を培い、個々に寄りそう学習⽀援でお⼦様の能⼒を伸ばし、
個性を輝かせます。授業料

福祉サービス利⽤料⾦
課外活動費は実費

施
設
名

フリースクールここ
淡路校【ういるも】

所 在 地 ⼤阪府⼤阪市東淀川区菅原 5-9-8

交通機関 阪急京都線淡路駅徒歩 5 分、JR おおさか東線
淡路駅徒歩 2分

https://npokoko.org/
contact@npokoko.org TEL 06-6382-5514 FAX 06-6382-5514

代 表 者 三科 元明 施設としての⽅針
設  ⽴ 2008年 4⽉ 「アクセス抜群！登校しやすい！」

「仲間と＜好き>を学び合う！」
３階建ての建物の１階スペースを使い、⽉に⼀度開店する
「かろーぐ Cafe」を運営。
働く体驗をサボートします。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽉〜⾦
9:00〜15:00

定  員 30名

在籍者数 20名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

◎ ○ 〇 ○ ○ ○スタッフ ５名

費  ⽤

⼊会⾦
22,000円

かろ⼀ぐ Cafe（１階のカフェスペースを使い毎週⽉曜⽇にカフェ
準備の時間を設けています。試作やメニュー表づくり、レシピ決
めをした後、毎⽉最終⽊曜⽇にカフェをオープンしています。
スタディサポート（１階から３階に分かれて⾃分の好きなスペー
スで学習をしています。学習に気持ちが向かない時は、ひとりで
静かに本を読むこともできます ）

授業料
⽉ 44,000円

年間登録料
11,000円
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施
設
名

ボーネルンド
PLAY CUBE

所 在 地 ⼤阪府⼤阪市北区⼤深町 6 番 36 号グラングリーン⼤阪
うめきた公園 ノースパーク

交通機関 JR⼤阪駅 徒歩 7分

https://playcube.bornelund.co.jp/
playcube-umekita@bornelund.co.jp TEL 06-4256-5350 FAX なし

代 表 者 池⽥ 健⼆ 施設としての⽅針
設  ⽴ 2024年 9⽉ ・「あそびを原動⼒に、「成功」よりも「幸せ」な⼈⽣を」をミッシ

ョンとして運営している。
・⼤⼈も⼦どもも「⾃分が⾃分を⽣きる」を教育理念としている。
・ゴールも、⼤⼈が決めるのではなく、⼦ども 1 ⼈ひとりが⾃分
で決めて活動を⾏う。

・⼦ども像→「⾃分を愛し他者をリスペクトする」
・全ての学校⽣活を「授業」を「あそび」に変えて⽇々の活動を⾏
っている。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○

運営⽇時 ⽉〜⾦
9：30〜15：00

定  員 15名

在籍者数 7名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

△ ○ ○ ○ ◎ ○スタッフ 7名

費  ⽤

⼊会⾦
200,000円〜

・全ての活動が「あそび」であり、⾃分⾃⾝で出会い、選択し、活動を通
して「体感」することを⼤切にしている。

・⼤⼈⾃⾝も⼦どもと仲間として関わり、⼦どもから学んで⼤⼈⾃⾝が
変わっていくことを⼤切にしている。

・⼤⼈の価値観を押し付けることはなく、⼦ども⾃⾝が⾃分で決めて
⽇々の活動を⾏っている。

・教科書の代わりに、ボーネルンドの遊具や⾃然物を使⽤している。
・プロとの出会いとして、専⾨家との本物体験を定期的に⾏っている。
・教育の専⾨家とあそびの専⾨家で新たな教育のあり⽅を探りながらカ
リキュラムづくりを⾏っている。⽇々の振り返りも⼦どもの変容や⼤
⼈⾃⾝の気づき⾃分の⼼に⽬を向け語り今後の教育に繋げている。

授業料
⽉ 95,000 円〜

活動費：15,000円
施設管理費：6,000円

施
設
名

スマイルファクトリー
所 在 地 ⼤阪府池⽥市伏尾台 2丁⽬１１

交通機関 阪急バス伏尾台センター 徒歩 5分

https://www.npotoybox.jp/toybox/activity-area/ikeda/smile-factory.html
smile@npotoybox.jp TEL 072-751-1145 FAX なし

代 表 者 篠⽥ 厚志 施設としての⽅針
設  ⽴ 2003年 6⽉ こども達の状態にあわせ、教育相談やスクーリングによる学習⽀

援、集団での⽣活訓練を⾏っています。
出席⽇数の認定等、在籍校と連携した上での不登校⽣のためのス
クーリング、不登校のみならずひきこもり、LD（学習障がい）、
ADHD（注意⽋陥・多動性障がい）、ASD（⾃閉症スペクトラム）
等、こどもを取り巻く様々な問題に関する相談活動を⾏っていま
す。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
○ ○ ○

運営⽇時 ⽔〜⼟
10：00〜15：00

定  員 50名

在籍者数 51名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ○ ◎ ○ ○スタッフ 12名

費  ⽤

⼊会⾦
なし

公設⺠営のフリースクールとして、池⽥市はもとより、公⽴⼩中
学校との連携を取りながら事業をおこなっております。

授業料
⽉ 48,000円

基本料
4,000円
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施
設
名

ルネ中等部 ⼤阪校
所 在 地 ⼤阪府⼤阪市北区堂⼭町 1-5 三共梅⽥ビル 7F

交通機関 梅⽥駅 徒歩 8分

https://www.r-ac.jp/junior/campus/osaka/?utm_source=jr-shien&utm_medium=referral&utm_campaign=jr-shien
runecyu@broadmedia.co.jp TEL 06-4400-7163 FAX なし

代 表 者 橋本 太郎 施設としての⽅針
設  ⽴ 2020年 10⽉ 「好き！」から学び、可能性を広げよう！⾃分らしく過ごせる新しい学

びの場。中学校の「出席認定」多数の実績があります。
ルネ中等部は、在籍する⽣徒それぞれの強みを伸ばす、通常の学校とは
異なる学習の場を作り出している学習教室です。
⽣徒⼀⼈ひとりの可能性を⼤切にし、学校教育にとらわれない学びの場
をつくります。
開講クラス
・e スポーツクラス：世界的な⼈気を博しているゲームタイトルを学ぶ
ことができ、オンラインでの学習にも対応している点が特徴です。

・ベーシッククラス：英語や数学の学習を中⼼に、⽣徒個⼈に合った学
習教材を活⽤したカリキュラムを提供しています。

その他にも、ボードゲームなどの遊びを通して他の⽣徒との対話⼒を鍛
えたり、論理的な思考を学べる場も提供しています。

受⼊校種
⼩ 中 ⾼ 特
 ○

運営⽇時 平⽇
13：20〜16：50

定  員 各曜⽇ 20名程度

在籍者数 50名
（令和 7 年 12 ⽉現在）

学習⽀援 屋外活動 屋内活動 教育相談 仲間づくり 親 の 会

○ ○ ○ ○ ◎ ○スタッフ 6名

費  ⽤

⼊会⾦
50,000円

eスポーツを基軸に仲間との連携を学ぶ eスポーツクラス（通学・
オンライン）と、基礎学習（英語・数学）を中⼼に⽣徒⾃⾝に合っ
た学習を提供するベーシッククラスを開講。
・ルネサンス⾼校グループと連携したイベントの実施
・中学校連携可能
・出席認定実績多数

授業料
⽉ 37,400円〜

学習費（ベーシックのみ）
6,000円
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Ⅵ 親の会 ⼀覧

本ガイドラインで紹介している親の会については、令和７年 12⽉調査において、市町教育委員会
から報告を受けた親の会であり、県内にある全ての親の会を紹介したものではありません。
県では、保護者等が⼀⼈で悩みを抱え込まないようするとともに、保護者（当事者）⽬線に⽴った

 保護者⽀援の機会充実の⼀助となるよう掲載しています。

令和７年 12⽉現在 46団体 ※令和８年４⽉からの施設名の変更を反映しています。

市 町 名 名 称 住    所
尼崎市
⑵

タイルカフェ
オリーブの⽊ 尼崎市⼤庄⻄町１−９−１０

⻄宮市
⑸

⻄宮不登校親の会
不登校の⼦どもと親の居場所トコトコくらぶ ⻄宮市樋ノ⼝町 1-11-12-105なないろシェアハウス
あんずぽこ「不登校を考える親の会」 ⻄宮市松園町 13-25-102
ゆうきっこクラブ  不登校交流会 ⻄宮市笠屋町 21-4
⻄宮ＨＳＣ親の会 カンファーツリー ⻄宮市柳本町 1-37 ⼤社公⺠館

芦屋市 若者相談センター「アサガオ」親の会（⻘少年愛護センター） 芦屋市川⻄町 15-3 シンコースポーツ体育館・⻘少年センター3 階
伊丹市
⑵

⼩⿃と鈴
おおきな⽊

宝塚市 わくわく保護者会 宝塚市⼩浜１丁⽬２番１号
川⻄市
⑵

ひだまり〜学校が苦⼿な⼦の親カフェ〜 川⻄市内
特定⾮営利活動法⼈ 百⽣⼀輝 ひきこもり家族会 川⻄市東多⽥ 2-5-19

三⽥市
⑷

不登校の⼦を持つ親の会 トゥモロウ 三⽥市三⽥町 21-12
和みの会 三⽥市すずかけ台４丁⽬１
tetote のホッとカフェ 三⽥市内
SUNだっこカフェ（⻘少年育成センター） 三⽥市三輪 2-1-1(三⽥市役所）

猪名川町 tree donut

明⽯市
⑶

スタートライン 学校に⾏きにくい⼦たちのママのおしゃべりサロン「ひだまり」 明⽯市東仲ノ町 6-1 アスピア明⽯北館 8 階フリースペース
あかし不登校でつながるサークル 市内各地
トーキョーコーヒーNo.16 明⽯@うおんたな 明⽯市⼭下町 5-34-102（⽊のおもちゃころころ）

加古川市 あすなろ会 加古川市加古川町北在家 2718 教育⽀援課教育相談センター
⾼砂市
⑵

不登校で悩む保護者のつどい なないろ ⾼砂市荒井町千⿃１丁⽬１番１号
学校へ⾏きづらいお⼦さんを持つ親のコミュニティ tsumugu〜つむぐ〜 主に⾼砂市内公共施設

稲美町
⑵

おやもこ 加古郡稲美町加古 4369-3
よ〜きたはうす(道親くらぶ) 加古郡稲美町国安 1287-3

播磨町
⑶

はりま おしゃべりの湯 加古郡播磨町⻄野添１丁⽬１４-１７
のぞえコミセン みんなの居場所 加古郡播磨町⻄野添 1-14-17
トーキョーコーヒーNo.474播磨町＠幸ばあちゃんの家 加古郡播磨町南野添 3-16-7

本ガイドラインに掲載した親の会について
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市 町 名 名 称 住    所

三⽊市
⑵

よつば会 三⽊市福井 1933-12 三⽊市⽴教育センター

三⽊イキイキ親の会
三⽊市緑が丘町中３丁⽬ 38 緑が丘町公⺠館
三⽊市福井 1933-12 三⽊市⽴教育センター

⼩野市 ⼦育てに不安を抱える保護者のおしゃべり会 ホッとカフェ ⼩野市垂井町 652-4
加⻄市 ふれあい café 加⻄市北条町古坂 1173-14
加東市 あんりゅ 加東市社 26 社福祉センター
姫路市 あゆみの会 姫路市北条⼝三丁⽬２９番地
福崎町 ⼼を開く親の会 神崎郡福崎町⻄⽥原 1397-1 サルビア会館
相⽣市 コスモス教室 親の会 相⽣市緑ヶ丘４丁⽬５番５号
⾚穂市 ふれあい親の会 ⾚穂市加⾥屋中洲 3 ｰ 56
養⽗市 kukuna会 養⽗市広⾕ 297-1
朝来市 朝来どんぐりの会 朝来市⼭東町⼤垣７９−４
⾹美町 教育相談センター 親の会 美⽅郡⾹美町⾹住区⾹住 100-2 ⾹住⽂化会館内
丹波市
⑵

たんば⽣きづらさネット 丹波市氷上町横⽥ 460-1
氷上⼦育て親の会 丹波市柏原町上⼩倉 546

洲本市 ヤング親の会 洲本市⼭⼿ 2-2-26
南あわじ市 ⻘いキリンの会 南あわじ市神代地頭⽅１５３８−１
兵庫県内 C.P.P.A. オンライン

※不登校児童⽣徒を⽀援する県内の施設マップはこちら⇒
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Ⅶ 国の主な通知とポイント

H28.12.22通知

義務教育の段階における普通教育に相当する教育の
機会の確保等に関する法律の公布について

H29.2.16通知

義務教育の段階における普通教育に相当する教育の
機会の確保等に関する法律第⼆条第三号の就学が困
難である状況を定める省令について

H29.3.28通知

「相当の期間学校を⽋席する児童⽣徒であって、学校における集団の⽣活に関する⼼
理的な負担その他の事由のために就学が困難である状況として、何らかの⼼理的、情緒
的、⾝体的若しくは社会的要因⼜は背景によって、児童⽣徒が出席しない⼜はすること
ができない状況（病気⼜は経済的理由による場合を除く）と認められるもの」

不登校児童⽣徒とは

不登校児童⽣徒による学校以外の場での学習等に対する
⽀援の充実について

義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の
確保等に関する基本⽅針の策定について （通知）H29.4.4

R元.10.25通知

不登校児童⽣徒への⽀援の在り⽅について

「学校への復帰を前提」 「社会的⾃⽴を⽬指すもの」
指導要録上の出⽋の取扱い

R4.6.10通知

｢不登校に関する調査研究協⼒者会議報告書〜今後の不登校
児童⽣徒への学習機会と⽀援の在り⽅について〜｣について

R5.3.31通知

誰⼀⼈取り残されない学びの保障に向
けた不登校対策について

R6.8.29通知

不登校児童⽣徒が⽋席中に⾏った学習
の成果に係る成績評価について

⽂部科学⼤⾂が定める要件
・学習の計画・内容が教育課程に照らして適切
・学校と保護者、⺠間団体等との⼗分な連携協⼒関係
・学校が不登校児童⽣徒の状況を把握し、適切な関わ
りを維持するよう留意

不登校により学びの機会がない⼦どもをゼロにするこ
とを⽬指す。
・全ての⼦どもの学びの場の確保し、環境を整える
・⼩さなSOSを⾒逃さず、組織的対応で⽀援する
・学校をみんなが安⼼して学べる場所にする

「適応指導教室」の呼称を
「教育⽀援センター」等への
変更を検討するよう明記

教育委員会の取組の明記
①⺠間団体等との定期的協議
②保護者への幅広い情報提供
③⽀援に関する担当部署の明確化

不登校児童⽣徒について規定

不登校児童⽣徒の個々の状況に応じた
・学習活動への必要な⽀援
・学校における環境の整備
・休養の必要性を踏まえた学習活動

主な通知 ポイント
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